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『――かみなりりゅうが出したかみなりが、もこもこりゅうにあたりそうになりました。すると――』

「とんがりうさぎがくるー！」

『――とんがりうさぎが、かんいっぱつ、もこもこりゅうをかかえてぴょん！　と、たかくとびあがりました。そしてそのまま、かみなりりゅうに、からだでぶつかりました。うさぎのとんがりのおかげで、かみなりりゅうのでんきは、ぱちぱちとはじけ、ほしになりました』

「かみなりりゅう……しんじゃったの？」

『――かみなりりゅうは、きらきらりゅうになり、もこもこりゅうと、とんがりうさぎと、なかよしになりました。――おしまい』

「ぼく、このおはなししってるよ！　アニメでみたことあるもん！」

　涼花すずかは絵本をパタリと閉じると、目の前に集まっている子どもたちに問いかける。

「そう、しんごくんが言うとおり、このご本はアニメにもなってるよね？　みんな観たことあるかな？」

　いくつもの「あるー」「ないよー」の声が混じり、場が賑やかになる。中には涼花のもとまで来て「おねえさん、ありがとう！」「たのしかった！」と、直接感想を言ってくれる子もいる。

　朗読後の楽しげな子どもたちの声を聞くたびに、涼花の心の中にはポカポカと温かいものが溜まっていった。

　児童館で読み聞かせをするようになって、早六年が経った。金銭の発生しないボランティアだが、こうして喜んでもらえるのが一番嬉しいのだ。

「ねぇねぇ、すずかちゃんは、かれしいるの？」

　おませな女の子が、涼花の隣に立ってニコニコ笑っている。そばにいる母親が「そんなこと聞かないの！」と、諌いさめているが、本人は気にしないようだ。

「えー……いるよ」

　涼花は馬鹿正直に答えてしまう。

「どんな人？　イケメン？」

「そうだなぁ……イケメンだよ、私にとってはね。もうすぐ結婚するんだ」

「えー、そうなんだ！」

「だから、読み聞かせもたまにしか来られなくなっちゃうけど」

「えー、やだぁ」

　話を聞いていた他の子どもが、涼花の服を引っ張った。

「でも、来られる時は来るからね」

「あゆみね、すずかちゃんのこえがいちばんすきなの。だから、またきてね」

「ありがとう、あゆみちゃん。また来るからね」

　涼花の生活は充実していた。

　仕事も順調、婚約寸前の素敵な彼氏もいる、ボランティアで接する優しい子どもたち――涼花は今、この世で一番幸せなのは自分だと……信じて疑わなかった。

















第一章　私の婚約者じゃなかった












「それにしても……こんな素敵なお嬢さんが伸次しんじのお嫁さんになってくれるなんて。伸次、あなたは幸せ者よ？」

「……そうだね、僕もそう思うよ」

「こちらこそ、伸次さんのような立派な男性が、うちの娘をもらってくれるなんて、ありがたいことです。……な？　万理華まりか」

「えぇ。伸次さんと添い遂げられるなんて、幸せです」

　ラグジュアリーホテルのフレンチレストランの個室の大きな窓からは、海が一望できる。五月の爽やかな日の光がキラキラと海面を輝かせては、バックに広がる青い空を引き立てていた。

　それはまるで、結婚が決まった若い二人の前途を祝福しているかのよう。

　真っ白なクロスがかけられたテーブルには、メインの肉料理が並び、各々がフォークとナイフを入れて牛肉の味を堪能していた。

「それにしてもごめんなさいね。伸次の妹の沙織さおりは今、ロンドンに留学しているものですから、今日出席ができなくて。せっかく大原おおはらさんはご家族全員でいらしてくださったのに」

　視線を感じた涼花は、控えめに笑いながら、牛肉を小さく切り分ける。

「姉は私のおめでたい席だからと、お友達の約束よりもこちらを優先してくれたんです」

　妹の言葉に、涼花は一瞬、ナイフを繰る手を震わせた。すぐに軌道修正し、平静を装ったが。

「まぁ……妹想いのお姉様だこと。仲のよい姉妹で何よりね」

「はい。姉は読み聞かせボランティアをしているくらい子ども好きなので、伸次さんと私の赤ちゃんが生まれても、すごく可愛がってくれると思います」

　愛おしそうに自分のお腹を擦る妹の姿は、呪詛じゅそのように涼花を苦しめた。






　大原涼花が鍋島なべしま伸次とつきあい始めたのは、二年ほど前のことだ。読み聞かせボランティアで総合病院の小児病棟へ行った時、後期研修中の専攻医として勤務していたのが伸次だ。

　スラリとした好青年で、子どもたちにも「しんじせんせー」と慕われていた。

　涼花の読み聞かせを見学していた彼は「大原さん、すごく声きれいですね。聞き惚れてしまいましたよ」と、手放しで褒めてくれた。

　それ以来、涼花が病棟を訪れるたびに声をかけられて、いつしか好きになった頃、伸次からも「涼花ちゃんが好きだよ。つきあってほしい」と告白され、交際が始まった。

　伸次は明るく楽しい性格で、比較的控えめな性格の涼花を引っ張ってくれる男性ひと。それが心地よくて、涼花はどんどん伸次を好きになっていった。

　彼は涼花のボランティアにも理解を示してくれて、時には一緒に行って子どもたちと遊んでいた。

　実家の小児科をなんの迷いもなく継ぐつもりでいるくらいだから、子ども好きなんだろうと分かった。

　おつきあいは順調すぎるほど順調だった。

　つきあい始めて一年半が経った冬のこと。

「結婚しようか？　俺たち」

　と、プロポーズの言葉を受けた。

　あと八ヶ月もすれば後期研修が終わり、その後は実家の小児科に勤務することになる。そのタイミングで結婚したい――そう伸次から告げられる。

　涼花は一も二もなくＯＫした。

　忙しい時期を乗り越える二ヶ月後に、両親に挨拶しに行くことになった。

　これからもずっと、この優しくかっこいい彼とずっと一緒にいられるのだと幸せが大きくふくらんだ。

　今まで味わったことのない高揚感に満ちていた。

　そして二ヶ月後――ふくらんだ幸せは一気に破裂し、しぼんでしまった。

「――俺と別れてくれないか、涼花」

　レストランでいきなり突きつけられた言葉は、すんなりと涼花の中に入ってきてくれなかった。

「え……ど、して……？」

　搾り出した言葉は、震えていた。声だけじゃない、身体も震えている。

「伸次さんは、私と結婚するの」

　突然後ろからかけられた声に、ビクッと全身が強張った。嫌な予感が体内を駆け巡った。

　振り返る間もなく、その声の主は、伸次の隣に座る。

「万理華……」

　妹の万理華がいつも見慣れた勝ち誇った顔で、伸次にしなだれかかった。

「どういう……こと？」

「伸次さんは、お姉ちゃんみたいな地味子じゃなくて、私みたいな華やかな子と結婚したいんだって」

　さも当然、といった表情で言い放つ万理華の横に視線を滑らせると、伸次が気まずそうに目を逸らした。

「……伸次さん、理由を話してもらえない？」

「……万理華ちゃん、妊娠してるんだ」

　涼花の目が、これ以上ないほど大きく見開かれた。

「妊娠って……伸次さんと万理華はそういう関係だったの？」

　何事にも原因があって結果がある。この場合の原因は、彼らに身体の関係があった、ということだ。

「お姉ちゃんがお母さんたちに『結婚したい相手がいる』って電話で話してきたじゃない？　どんな人かなぁと思って来てみたら、とっても素敵な人なんだもの。……欲しくなっちゃった」

（あぁ……まただ）

　心臓がぎゅっと掴まれたように痛くなった。こうなりたくなかったから実家を出て一人暮らしをしていたのに。

　万理華から離れてもこうなってしまうのかと、涼花は気が遠くなる。

　妹の妊娠が発覚したということは、少なくとも関係は一ヶ月以上前からということだ。それをずっと秘密にされていたのかと思うと、苦しくてたまらなかった。

「……私にプロポーズしたすぐ後に、万理華と浮気した、ってこと？」

「ごめん……」

　いつもの明るい伸次はどこへ行ってしまったのか。口数も少なくて、顔色もどこか悪い。

　涼花に対して申し訳ないと思う気持ちは、多少なりともあるみたいだ。

「姉がいつもお世話になっております、って言ったら、伸次さん、私の方がきれいだ、って。だからお姉ちゃんから乗り換えちゃってもいいですよ、って私、冗談で言ったの。ふふ、そしたら伸次さんったら……」

　照れながら語る万理華が言う『冗談』というのは、冗談ではないから怖いのだ。

「――万理華、お腹の赤ちゃん……伸次さんの子なの？」

「お姉ちゃん、私の言うこと信じてくれないの？　伸次さんの子に決まってるじゃない」

　疑いの言葉を投げれば、万理華は可愛らしく頬をふくらませた。

「だって伸次さんはいつも――っ、」

　勢いで言いかけたが、慌てて止める。

　伸次は涼花を抱く時はいつも、きちんと避妊をしていた。

『医師……ましてや小児科医を目指す者として、つきあってる女性を結婚前に妊娠させちゃいけないからね』

　それを聞いた時、伸次の誠実さがすごく好きだと思ったのだ。それなのに、万理華とは避妊もしないで事に及んだというのか。

「――言い訳になるけど、万理華ちゃんの『今日は大丈夫な日だから』というのを信じてしまったんだ。医師として失格だよな……ごめん、涼花。本当にごめん」

　伸次がテーブルにつくほど頭を下げた。

　この期に及んでまだ信じられなくて、震える声で問う。

「本当に妊娠してるの？」

「母子手帳はまだもらいに行ってないけど、エコーの写真ならある。初期の初期だからまだほとんど分からないけど、妊娠しているのは確かだ」

　伸次から差し出されたエコー写真を見た途端、めまいがした。

（別れさせるための嘘じゃなかったのね……）

　伸次との破局がいよいよ現実となり、涼花は打ちのめされた。

　涙が込み上げてくるけれど、必死に抑え込んだ。万理華の前で泣いたりなんかしない。

「――分かりました。伸次さんとは別れます」

　ただ静かに告げると、伸次がガバッと顔を上げた。その表情には未練のようなものが見え隠れしている。

（そんなしおらしい顔したって、浮気した事実は変わりないのに）

「一つだけお願いがあります。伸次さんと私がつきあっていたことは、お互いの両親には内緒にしてください。混乱させてしまうし、生まれてくる子が可哀想だから……」

「わ、分かった……」

「万理華もよ。絶対に言わないで」

「分かったわよ」

　なんとなく機嫌が悪いのは、涼花が泣き叫んだりしていないからだろう。その手には絶対乗ってやるものかと、歯を食いしばって席を立った。

「――伸次さん、今までありがとう」

　一言残して、涼花は店を出た。去り際に彼がどんな顔をしていたかなんて、見なかった。

　季節は春真っ盛りなのに、心の中には冬の嵐が吹き荒れていた。






　　　＊＊＊






　涼花が二歳の時、万理華が生まれた。父方の祖母に似て和風な顔立ちをしている涼花に対し、日米ハーフの母親似である万理華は、幼い頃からはっきりした目鼻立ちの美少女だった。涼花が醜いわけでは決してない。むしろ名前のとおり涼やかで花のように清楚な雰囲気を持った可愛らしい女の子だった。

　けれど妹も名は体たいを表すを地で行く華やかな子だったので、涼花は妹の陰に隠れて目立たない少女時代を過ごした。

　見た目どおりと言うべきか、万理華は我が強く、自分の思いどおりにならないと癇癪かんしゃくを起こす子だった。両親がなだめすかしても聞かず、そのしわ寄せが涼花に来ていたのは推おして知るべしだ。

　小さな頃から万理華にはなんでも譲ってきた。おもちゃ、お菓子、服など、妹が気に入ったものはほぼすべて、だ。

　成長するにつれて妹の気性も落ち着いてきて、両親も安心し、平和な日々になった――あくまでも表面上は。

　実際には、彼女の性格はまったく変わらなかった……むしろ悪質にさえなった。

　万理華には生まれ持った魔性があるのか、周囲の人間をたやすく魅了していき、それを万理華本人も自覚していた。

　人々の前では明るく可愛らしい女の子を演じる。それは家族の前でも同様だ。涼花の前でさえ『お姉ちゃん大好きな妹』の姿を見せていた。

　けれど、その裏側にはいつも姉を蔑さげすむ意図が隠されている――涼花にだけは分かるように。

　でもみんなはそれに気づかない。両親でさえ気づいてくれない。

　涼花が訴えたところで信じてはもらえないだろう。

　それだけ、万理華の表の顔は完璧だったのだ。

　だから過去につきあった彼氏でさえ、涼花よりも万理華を選んだ。

『万理華ちゃんとつきあうことになったから――』

『涼花より万理華との方が気が合うんだ』

　別れる時は必ず万理華の名前がつきまとう。

　もう妹に搾取さくしゅされるのは嫌だ――疲れ切った涼花は、必死に勉強し、万理華には手の届かないであろう進学校、難関大学へ通い、卒業と同時に家を出た。

　職場は神奈川なのだから、東京の実家から通えばいいじゃない、と両親には引き留められたけれど、住まいも全部自分で決めて自立した。

　もう限界だったのだ。とにかく、万理華から離れたかった。

　就職先に通えるギリギリの距離、且つ、自宅から極力離れた場所にマンションを借りた。

　職場は桜浜さくらはま駅近くにある自動車会社の開発拠点。総務部総務課で、社会保険管理の担当をしている。

　地味な仕事だが、割と几帳面な涼花には合っていると思う。

　仕事に打ち込み、実家にはお盆と年末年始にしか近寄らなかった。万理華は大学を卒業すると同時に大手家電メーカーに就職し、華やかな容姿を買われ受付嬢をしている。勤務先は都内なので実家から通っていた。

　あのわがまま娘が社会人としてやっていけるのだろうかと、涼花は心配になったが、人一倍外面のいい万理華には受付嬢が向いていたようだ。

　両親からは「楽しそうに仕事に行っているよ」と聞かされている。

　そうして実家――万理華と距離を置き、一人で生活をしてみて。ようやくちゃんと呼吸ができるようになった気がする。今までどれだけ妹に気を遣い、陰ながら虐げられてきたのか、離れてみてやっと実感できた。

　万理華に煩わされない生活というのは、どれだけ素晴らしいか。会社で多少失敗して注意されたところで、あの子の仕打ちに比べればかすり傷にすらならない。

　このまま離れた生活を送り、いずれ万理華が誰かと結婚でもしてくれれば、きっと私になんてかまう暇もなくなるだろう。

　私だって幸せになれるかもしれない――そんな風に思っていた二十六歳のある日、悪魔にその幸せを粉々に砕かれてしまったのだった。

　伸次からプロポーズされたすぐ後、母の直美なおみから電話があった。いつも一ヶ月に二度くらい電話をしてきては、近況を聞きたがるのだ。

　でもこの時は違っていた。

『万理華、おつきあいしてる人がいて、結婚するみたいよ』

『そうなの？』

　母の報告に、あぁようやく万理華も落ち着いてくれるのかと、安堵感で気が抜けた――気を、抜いてしまった。

『実は私も……結婚したい人がいて……』

　つい、ポロッと口にしてしまったのだ。もちろん、相手が誰だとは言っていない。

　それなのに万理華はいつの間にか伸次に接近して、肉体関係を持ち……そして、婚約者のポジションまで奪っていったのだ。






「――最初、伸次から『つきあっている女性が妊娠したから結婚する』って聞かされた時は、少し心配だったのよ。でも会ってみればこんな素敵なお嬢さんで。伸次、よくぞこんなお嫁さん見つけたわね」

　伸次の母・三智子みちこが、上機嫌でデザートのアイスクリームを口に運んでいる。

「あぁ……うん、そうだね」

　伸次はどこか強張った笑顔でうなずいた。彼にしてみれば、捨てた元カノと婚約者が同席した場だ。居心地がいいはずがない。

（早く終わらないかな……）

　涼花はそっとため息をついた。

「お姉さん……涼花さん、でしたかな。涼花さんはご結婚の予定などはないのですか？」

　伸次の父の繁しげるが、涼花に水を向けた。ドキリとした。まさか自分に話を振ってくるとは。しかもよりによって、結婚の話。

「……はい、私はまだそういう予定はないです」

「そうですか。もしお相手がいないのでしたら、私の知人で歯科医をしている男がいましてね。三十五を過ぎて未だ独身なんですが、一度会ってはみませんか？」

「父さん、いきなり失礼だよ」

　伸次が苦々しい顔と声で父親をたしなめる。

「いやでも涼花さんも、おきれいなお嬢さんだから。きっとすぐにいい人見つかるだろう？　その前に、と思ってな」

　繁が言うように、涼花は決してルックスが劣っているわけではない。今みたいに「きれいなお嬢さんね」と言われたこともある。ただ、万理華の華やかさの前ではかすんでしまうのだ。

「いやぁ……涼花はどうも奥手らしくて。縁がないんでしょうかねぇ」

　父・信晴のぶはるが、ははは……と苦笑いをする。涼花ははぁ、とため息をついた。

（お父さんたちが知るはずないわ。……縁は全部、万理華に潰されてきたんだから）

　今の会話を、万理華はどんな気持ちで聞いているのだろう。チラリと妹を見ると、上機嫌で伸次に話しかけている。

　涼花にまつわる話題はそこで終わり、場は再び万理華と伸次のものになった。

「伸次、子どもが生まれるまでには新居を決めた方がいいだろう。医院うちの近くにマンションでも買ったらどうだ」

「そうよ。ちょうどタワーマンションができるみたいだから、そこに買ったらいいんじゃないかしら？　お金なら気にしなくていいのよ、きっとお父さんが出してくれるから」

「おいおい、私がか？」

「その辺はまだ決めてないから……万理華と相談するよ」

「伸次さん、私はいいと思うの。こんな素敵なご両親のお近くで暮らせるなんて最高じゃない」

「やだもう、万理華さんは本当に親想いのいいお嬢さんねぇ」

「いやぁ……わがまま放題に育ってきましたが、結婚を機にしっかりしてくれるといいのですが……」

「そうね。万理華、しっかり伸次さんを支えるのよ？」

「もちろん。私、頑張ります」

　和やかに会話が進む中、涼花だけが置いてきぼりだった。この場に交ざれるはずもなく、ただ一人、デザートのアイスクリームが溶けるのをじっと見つめていた。

　食欲なんてない。メインのお肉だって切ってばかりで、半分も口にできていなかったし、パンも食べられなかった。

　本当は会話に交ざり「万理華のことをよろしくお願いします」くらいは言った方がいいのだと思う。

　でも、そこまで大人にはなれない。二人を責めずに黙っているだけ、褒めてほしいくらいだ。

　悔しさは絶対に表には出さない。その代わりに、祝福の笑顔も絶対に見せないと決めた。

　いくらみじめだと言われようと、祝ってなんかやらない。

　これは涼花のささやかな抵抗だった。






　　　＊＊＊






「ちょっとお手洗いに……」

　食事を終えた後、ホテルのロビーに一旦留とどまる。伸次と彼の両親はトイレへ向かった。

「それにしても、涼花よりも万理華の方が結婚が早いとはなぁ」

　父がなんの気なしに放った言葉は、涼花の心に棘となって刺さる。

「涼花も万理華を見習って早くいい相手を見つけて結婚しなさいよ。万理華みたいにお医者様を捕まえなさいなんて言わないから」

　母もそれに追随ついずいする。

「涼花は昔から何をするにも要領が悪いからなぁ。のんびり屋というか」

　チクン、チクン――

「お姉ちゃんは結婚とかこだわってないもんね。お仕事とボランティアに夢中だし」

　トリートメントの行き届いたサラサラの髪を一束、人差し指にくるくると巻きつけながら、万理華は満面の笑みでフォローした。

　そう、これは妹なりのフォローなのだ――少なくとも両親に対してはフォローに見せている。

　胸の痛みが一気に増した。まるで針山のようにいくつもの鋭い棘が、涼花の心臓に刺さって抜けない。

「――でもさ、今は独身を貫く女性も少なくないし、全然大丈夫だよ！　結婚しなくてもお姉ちゃんは私のお姉ちゃんだから」

「……っ」

（もう無理……）

　限界だった。もう嫌だ。

　あからさまに姉を馬鹿にしてくる妹も。

　それにまったく気づいていない両親も。

　妹に手玉に取られて子どもまで作ってしまった元婚約者も。

　そして――ここまで侮辱されているのに、何も言い返せない弱い自分も。

　みんな嫌い。大嫌い。

　消えたい。逃げたい。

　この場からどうやって逃げ出そう。走ってしまおうか。

　ワンピースのスカートをぎゅっと握ったその時――

「――涼花？　涼花じゃないか。こんなところで会えるなんて驚いた」

　心地よく響く低音が、後ろから聞こえてきた。

　家族全員で声の方に振り返る。

（わ……素敵な人……）

　突然自分の名前を呼んできた相手に、涼花は驚きを隠せない。

　彼は今まで見たこともないほどの美形で、そして……知らない男性ひとだった。

（っていうか、誰……？）

　艶やかな黒髪を湛えた卵形の顔には、切れ長のきれいな二重、筋の通った鼻梁びりょう、薄いくちびる――美しいパーツがきれいに並んでいる。

　ダークスーツは涼花にも仕立てのよさが分かるほど、彼の身体にジャストフィットしている。

　見るからにセレブでキラキラなオーラを身にまとい、優雅な所作で涼花に近づいてきた。

　思わず見とれてしまう。涼花だけでなく、万理華も両親でさえも、彼から目が離せないでいるようだ。
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　こんなきれいな男の人に知り合いなんていないはず。どこかで会ったのかも知れないけれど、さっぱり思い出せない。

　それなのに、目の前の男性はなおも笑顔で「思いがけず会えて嬉しいよ。やっぱり運命だ」と嬉しそうに言う。

「あの……えっと……」

　とりあえず出せた言葉がこれだ。

「涼花、この方どなた？」

　母が小声で尋ねてきた。

「あぁすみません。私は篠山しのやま一颯いぶきと申します。市庁舎の朗読会で涼花さんにお目にかかったことがあり、それ以来、私とつきあってほしいとアプローチしているんですが、涼花さんはなかなか手強くて」

　篠山一颯と名乗った男は、おどけて肩をすくめる。

「まぁ……そうなんですか」

（え……朗読会……？）

　自分にまつわるワードが出てきて驚き、弾かれたように篠山を凝視する。すると彼は目配せをしてきた。

『俺に合わせろ』

　視線がそう訴えてくる。これはこのまま合わせた方が得策だと瞬時に判断し、涼花はこくんと一つうなずくと、母に向き直った。

「えっと……前に市庁舎で朗読会のボランティアに行った時にね、お手伝いしてくれた人なの」

「あの時、朗読していた涼花さんの声があまりにもきれいで、思わず聞き惚れてしまいました。一目惚れならぬ、一聞き惚れ、というやつでしょうか。おつきあいをしてほしいと何度もお願いしているんですが、なかなか快い返事をもらえなくて。……涼花、ここで会ったのも何かの縁だ。この後の予定がなければ、お茶でもどうだろう？」

　篠山の申し出に涼花は一瞬躊躇ためらう。けれど両親と万理華から一刻も早く離れたいと思っていたので、彼との出逢いを利用させてもらおう。

「あ……用はもう終わりました。喜んで、おともさせていただきます。……いいでしょ？　お母さん」

「もちろんよ！　篠山さん……でしたかしら。涼花のこと、よろしくお願いしますね」

「えぇ。お母様も、どうか私の想いが成就するよう祈っていてください」

　先ほどまで行く末を心配していた上の娘に、突如現れた優良物件。これは母としてアシストせねばなるまい――そんなあからさまな思惑を母の表情に読み取った涼花は、苦笑いを禁じ得なかった。

　一方篠山は、にっこりと笑みを返し、涼花の背に手を添えホテルのカフェへと促した。彼のエスコートに従い、涼花は家族に背を向け歩き出す。

　万理華がどす黒い感情を孕はらんだ視線を送ってくるのを、ひしひしと全身に感じながら。









「……」

　ホテルのカフェで、目の前の男が優雅にコーヒーを口にするのを、涼花は複雑な気持ちで眺めていた。

（何をしても絵になる人ね……）

　映画のワンシーンのような絵面に、ただただ感心するばかりだ。

「……あの、先ほどはありがとうございました。……すごく、助かりました」

「いや……君が今にも死にそうな顔をしていたんでね。助け船を出した方がよさそうだと判断したまでだ。余計なことをしたなら謝る」

「いえ、本当に助かりましたので謝らないでください。それよりも、何故あなたは私の名前を知っていたんですか？　名前だけじゃなくて、私自身のこともご存じなようなので……」

『涼花さん』と名前を呼ばれたし、涼花が朗読ボランティアをしているのも知っていたし、一体この男は誰なのだろうと、脳内の引き出しを片っ端から開いてみるも、答えは見つからない。

「名前を知っていたのは、さっき君のご両親が名前を呼んでいたのを聞いたからだ。それに、俺が言ったことは嘘じゃない。君を市庁舎の朗読会で見かけたことも、君の声に聞き惚れたことも。……但し、それは俺ではないけど」

「え？　どういうこと、ですか？」

「俺のこと、本当に見覚えないか？」

　篠山がずいっと顔を近づけてきた。図らずもドキリとさせられて、少し悔しい。

「うーん……思い出せない、です……」

　正直に答えると、彼はくつくつと笑った。

「女性に覚えがないと言われたのは、生まれて初めてだ」

　初めてということは、きっと過去にこういう経験を何度もしているのだ。彼自身に覚えがなかろうが、女性が「どこかでお会いしましたよね」くらいは言ってくるのだろう。彼とのつながりを持ちたくて。

　それを思わせる台詞なのは涼花にも分かる。モテる男はまったく。

「それはすみません……」

「市庁舎での朗読会の後、俺の祖父に捕まっていただろう？」

「……あぁ！　あの時の！」

　篠山の一言で、涼花はようやくすべてを思い出した。

「やっと思い出してくれたか」

「おじいさまを迎えにいらしてましたよね？　あの時と服装が違うので分かりませんでした」

　三ヶ月ほど前だろうか。市庁舎で高齢者向けの朗読会があった。涼花はそれに参加し、芥川龍之介の『蜜柑』を読んだ。

　聴衆にも楽しんでもらえたようで、終わった後は大きな拍手をもらえた。

　中でも一人の男性は、涼花の声をひどく気に入ってくれたらしく、毎回熱心に話しかけてくれた。

『大原さん、あなたの声は実に素晴らしい。安らぎを感じるし、毎回心が洗われた気分になれる。何より、あなたの人柄が声に出ていますな。気立てのいいお嬢さんだとお見受けするが』

　上品な雰囲気をまとった老人に褒めそやされ、照れてしまった。

『毎月いらしてくださって、ありがとうございます。そんな褒めていただけるような人間ではありませんが、私の朗読を気に入ってもらえて嬉しいです』

　それから二言三言会話をしていると『おじいさま』と、男性の声が聞こえた。

『おぉ、一颯。すまんな』

　カジュアルな服装の男性が、老人を迎えに来たようだ。長身でとてもきれいな顔をしている人だった。

『お孫さんですか？』

　涼花が尋ねると、老人は嬉しそうにうなずいた。

『私がここに来る時にはいつも送り迎えをしてくれる。こんな面構えだが、心優しい男でな』

　ニヤリと笑った老人は、隣に立つ孫を肘で突いた。彼は眉をひそめ『やめてください、おじいさま』と、祖父を諌める。

　その光景を眺めていたら、なんだかほっこりした。

『いいお孫さんで何よりです。では、私はあと少し片づけがありますので、失礼します。また是非、聞きにいらしてくださいね』

　涼花は二人に会釈をして、後片づけに戻ったのだった。

「――その節は、祖父が世話になった。ありがとう」

「いえいえ、お世話なんてしていません。むしろ、朗読会に参加していただいて、こちらこそありがとうございました」

「送り迎えの時にあなたの朗読を少し聞かせていただきましたが、祖父の言うとおり、あなたの声はとてもきれいでした。祖父が一聞き惚れするのも分かる」

「あはは……ありがとうございます」

　涼花は中学時代から「涼花ちゃんの声ってすごくきれい。声優になったら？」と言われてきた。自分ではよく分からないけれど、人体にリラクゼーション効果をもたらす１／ｆゆらぎを持っている声だと、周囲のみんなは言う。

　あまりにも声について言及されることが多くて、それならばみんなが褒めてくれる声を活かしたいと、大学生になってからは朗読や読み聞かせのボランティアに勤しんだ。

　いろんな人が自分の声で作品を楽しんでくれるのが、涼花としても嬉しくて、学業とアルバイトの合間に活動してきた。

　朗読や読み聞かせをしている間は、妹の呪縛から解放されたのも大きいだろう。

　万理華はボランティアになんて興味がないので、行動範囲がかぶらないからだ。

　朗読と読み聞かせは涼花が社会人になっても続けていた。

　しかし、伸次に裏切られてからは、とてもではないが行く気になれず、二ヶ月以上が経つ。

　篠山が言う市庁舎での朗読会は、婚約破棄前に最後に訪れたボランティアだった。

「――改めて、俺は篠山一颯。祖父は篠山源一郎げんいちろう。このホテルのオーナーだ」

「え……このホテルを？　……って、もしかして『篠山リゾート』……？」

「さすがに知っているか。そう、篠山リゾートはうち、篠山家が経営している。祖父は現在、会長職だ」

　篠山リゾートは、東京に本社を置く総合リゾート運営会社だ。北は北海道から南は沖縄、そして海外にもその名は轟いており、ラグジュアリーホテルからキャンプ場まで、数多くの宿泊施設を開発・運営している。

　不景気で経営破綻したホテルや旅館を軒並み買収し、周辺地域をも巻き込んでは新しいリゾート施設として息を吹き込み、顧客の獲得に成功している。

　そして手がけた施設は、たった数年で経営を黒字化させているのだ。

　一族の辣腕らつわんぶりから『篠山再生工場』とも謳われていた。

　その篠山リゾートの会長が、あの老人だなんて。

　涼花は驚きを隠せなかった。

「そ、それで……その篠山さんが、私に何かご用ですか？」

　少し怖くなり、おずおずと篠山を見上げると、彼はふっと笑った。

「この一ヶ月以上、君をずっと探していたんだ。市庁舎に聞いても個人情報だからと教えてはもらえなくて」

「私を……？」

「祖父が君の声に惚れ込んでいてね。もしよければ、我が家で祖父相手に朗読をしてもらいたい」

　篠山は「あぁ、忘れていた」と呟いて。スーツの胸ポケットから名刺入れを取り出し、中の一枚を差し出してきた。

　涼花は両手で恭しく受け取り、紙面の文言に目を通す。

「篠山リゾート、国内開発部、篠山一颯……」

「一応、怪しい人間ではないということを証明しようかと思って。なんなら免許証も見せるが？」

「あ、いえ、そんな……」

　涼花が訝しんでいると想ったのか、篠山が軽く自己紹介をしてくれる。

　篠山一颯、年は涼花より三歳年上の二十九歳。

　仕事は、国内に展開する篠山リゾート施設内のレストランや飲食店のプロデュースをしているんだそう。各施設に合わせた飲食店を国内外から誘致ゆうちしたり、店舗自体を一からコーディネートしたりするという。

　普段は、手がけた店舗の視察や開発物件探しに全国を奔走ほんそうしているらしい。

　基本的にデスクワークで日々同じ業務の繰り返しである涼花とは、正反対のアクティブな仕事だなと思った。

「祖父が、どうしても涼花さんに朗読をしてほしいと言って聞かないんだ。老い先短い老人のささやかな願いだと思って、聞き入れてもらえないだろうか。お願いします」

　篠山がテーブルにつかんばかりに頭を下げてきたので、涼花は慌てて両手を突き出した。

「あの、頭を上げてください。わ、かりました。私でよければ、お引き受けしますから」

（篠山リゾートの一族？　会長？　何その超セレブ）

　きっとこの人は嘘をついてはいない。目は真剣だし、それに何より、彼の全身からあふれ出るセレブなオーラは、隠そうと思っても隠しきれないし、逆に、装おうとしても装えない。生まれ持った才能みたいなものだ。

「……よかった。ありがとう」

　ホッとしたように呟く篠山に、涼花も何故か安堵感を覚えた。

「篠山さんって、おじいさま想いなんですね」

　祖父のためにこんな庶民に頭を下げるなんて、なかなかできないことだ。素敵な家族関係だな、と、少し羨ましくなった。

　篠山は硬めの表情を柔らかく緩める。

「祖父には小さな頃からとても可愛がってもらった。だから、生きている内に孝行がしたいと思って、朗読会への送迎もしているんだ。……早速で悪いが、俺の連絡先と祖父の連絡先を渡しておく。名刺にはビジネス用のしか書いてないから……」

　言いながら、篠山は名刺入れからもう一枚を出して、裏に文字列を書き込んでいく。

「この名刺は祖父のもので、君を見つけたら渡してくれと言われてずっと持ち歩いていた。だから個人的な連絡先を二人分、書いておく。今夜にでも、祖父に連絡を入れてやってほしい。俺からも前もって言っておくから」

「分かりました」

　源一郎の名刺を受け取り、連絡先を確認した後、二人分の名刺をバッグにしまった。

「――それにしても、今日ここで出逢えてよかった。祖父もきっと喜ぶ」

「喜んでいただけると、私も読み甲斐がいがあります。気に入っていただけるよう、頑張りますね」

「よろしくお願いします」

　篠山は再び頭を下げた。

　それから十数分、軽くお互いの話をして。カフェを出る時には「ここは俺が」と、あっという間に支払いを済ませてしまった篠山に、今度は涼花が頭を下げた。

「ごちそうさまでした」

「コーヒーくらいでそんなに丁寧にお礼を言われると、こちらが恐縮してしまうな。……よかったらこれを」

　男性らしい筋張った手を差し出されて目をやれば、そこにはカフェの紙袋が下がっていて。

「実を言うと、このカフェは俺が手がけた物件なんだ。出している洋菓子も、日本全国からパティシエを厳選して作ってもらっている。この焼き菓子は本当に美味いから是非食べてみてほしい」

　焼き菓子の詰め合わせが入った袋を「どうぞ」と渡され、一瞬躊躇ちゅうちょした。しかし断れば篠山に恥をかかせてしまうので。

「あ……ありがとうございます、篠山さん。いただきます。嬉しいです」

　名刺の時と同じように、両手で受け取った。結構ずしりとしており、たくさん入っているのだろうと思わせた。

「篠山さんだと、祖父と一緒にいる時に区別がつかなくてややこしいだろう？　一颯でいい。俺も涼花さんと呼ばせてもらう」

　見上げると、篠山が優しげに目を細めていた。

「……はい、じゃあ……一颯さん、で」

「うん。今夜の連絡、よろしくな」

　一颯はこの後、仕事の待ち合わせがあると言うので、ホテルの前で別れた。

　涼花は足取り軽く駅へと向かう。

（一颯さん……一見冷たそうだけど、優しい人だったな）

　紙袋の重みを感じながら、口元を緩ませた。

















第二章　幸せな空間












「うっそ……こんなにすごいお宅なの……？」

　桜浜市内の高級住宅街。その中でもひときわ広々とした日本邸宅の門扉横に、『篠山』と美しく彫られた高級銘木の表札が掲げられていた。

　両側に長く続く築地塀は、武家屋敷を思わせる佇まいだ。

　かなりの歴史を感じさせる作りの家屋に、涼花はひたすら気圧されていて、もうかれこれ十分は家の前で立ちすくんでいる。

　あの日、マンションに帰宅して部屋着に着替えた後、あまり遅く連絡をしても失礼になってしまうだろうと、夜の八時頃に電話をかけた。

　源一郎氏は第一声ですぐに涼花だと分かってくれて。

『電話越しでも美声なのがよく分かる。いや、ずっと聞いていたいものだ』

　と、向こう側でカラカラと笑っていた。

　早速お互いの都合を確認し、読んでほしい作品をカウンセリングした。

　源一郎は芥川と川端が好きらしく、涼花は手持ちの文庫本を数冊と、著作権の消滅した作品を自由にダウンロードできるサイトからも数作プリントアウトした。さすがにタブレットじゃ味気ないので、手ずから製本し、それっぽく整えた。

　そういえばと、涼花はネットで篠山リゾートについて調べてみた。本社のホームページによると、創業して一〇〇年は経っているようだ。

　会長のところには確かに篠山源一郎の名前と、あの老人の顔写真が出てきた。

（やっぱり、嘘じゃなかったんだ……）

　疑っていたわけではないが、念のため確認したかったのだ。

　ちょうどその時、母から電話があり、一颯のことを根掘り葉掘り聞かれた。

『涼花、あんなにいい人がいたなら、どうして言ってくれなかったの？』だの、『今度、篠山さんをうちに連れてらっしゃいよ』だのと嬉しそうに言ってきた。もちろん釘を刺しておいた。

『まだおつきあいするって決まったわけじゃないから、お父さんとか万理華にもそう言っておいてよ』

　結婚が決まって子どももできた万理華が、まさか何かをしかけてくるとは思わないが、念のためだ。

　そもそもおつきあいも何も、一颯からアプローチされているというのはあの場を取り繕うための嘘でしかない。そういう甘い雰囲気など元々一切ないのだ。勝手に期待されても困る。

　家族とは本来、安心して一緒にいられる存在のはずなのにな……涼花は父母と妹のことを考えると、頭の奥がツキンと痛くなるのだった。

「……よし、そろそろ行かないと」

　約束の時間になった。涼花は大きく深呼吸を一つし、大きな門扉の前に立った。

　表札の下にあるインターフォンのベルを鳴らすと、落ち着いた女性の声が応答した。

「こんにちは。私、三時に篠山源一郎さんとお約束をしている、大原と申します」

『はい、伺っております。玄関の方にいらしてください』

　木の引き戸を開けると、奥へ続く石畳がある。涼花は一歩一歩踏みしめて、玄関に向かった。

　ちょうど辿り着いた時、二枚目の引き戸がカラカラと開き、中から一颯が現れた。今日はカジュアルスタイルだが、上品な着こなしは相変わらずだ。

「いらっしゃい」

「あ、こんにちは。今日はよろしくお願いします。もしよければ、こちら皆さんで召し上がってください。……この間いただいた焼き菓子のお礼です」

　涼花は勢いよく頭を下げた後、手にしていた紙袋から和柄の包装紙に包まれた箱を取り出し、一颯に差し出した。最寄り駅の近くにある和菓子屋のどらやきだ。すぐに売り切れてしまうほどの人気商品なので、開店と同時に買っておいたのだ。

「こちらが頼んで来てもらっているのに、気を遣わせてしまって申し訳ない。ありがたくいただきます」

　彼に言われるがまま靴からスリッパに履き替え、庭に面した板張りの回り廊下を歩いていく。

「わぁ……きれいなお庭」

　敷き詰められた砂利の中にはところどころ飛び石があり、アクセントのように手水鉢ちょうずばちが置かれている。それぞれがほどよい感じに苔むしていて、庭に溶け込んでいる。

　そこを彩る緑は配分が絶妙で、明るすぎず暗すぎない心地よい情緒を醸し出していた。

　見ているだけで心穏やかになれる。

　涼花の前を歩いていた一颯は、張りたてのように美しい障子戸の前で止まった。

「おじいさま、涼花さんが来てくださいました」

　一颯が一声かけた後、障子をスッと開いた。中には、意外だがダイニングテーブルと椅子があり、その奥に源一郎が座っている。

「おぉ、涼花さん。よく来てくれた。ささ、座ってください」

　源一郎が立ち上がり、自身の斜め前の椅子を指し示した。

「こんにちは。失礼します」

　ウォールナットの天板に黒いスチール製の脚がついたテーブルは、いわゆる和モダンをテーマに作られているのだろう。同じ色の椅子も含め、畳が傷つかないよう枠脚になっている。

　涼花は勧められた椅子に腰を下ろすと、バッグの中からいくつかの冊子を取り出し、テーブルに広げた。

「今日はよろしくお願いします。一応、何点かピックアップして持ってきました。長編ですと一度では終わらないと思うので、何回かに分けて朗読することになると思うのですが」

「『伊豆の踊子』はどれくらいになりますかな」

「そうですねぇ……通して読むと一時間はかかると思います。分けた方がいいかもしれません」

「ということは、少なくとも終わるまでは涼花さんがここに通ってくれるというわけですな」

「ご要望とあれば、そうさせていただきます」

　いつの間にか姿を消していた一颯が、紅茶とお茶菓子を持って登場した。

「珍しいな、一颯が自ら茶なぞ持ってくるとは」

「いや、俺も涼花さんの朗読を聞きたいから」

「ほぅ……そうか」

　源一郎が含みのある視線を一颯に送るが、彼は意に介さず涼花に紅茶を勧めてきた。軽く会釈をして、ソーサーを手元に引き寄せる。

　ベルガモットの香りが鼻腔を爽やかに通り抜けた。









『――然しながら、今日ポーの偉大さを疑ふものはありません。偉大なる人は遂に後代をまつより仕方がないものかと思はれます――』

　結局、『伊豆の踊子』は長すぎるということで、今日のところは芥川の『ポーの片影』にした。これなら時間がかからず読めるのと、源一郎がエドガー・アラン・ポーが好きだというので決めた。

　最後の一文、心を込めて読み結ぶと、源一郎が満足げに口角を上げた。

「いやぁ、やはりあなたにお願いしてよかった。ポーの辛辣な批評でさえ、カナリヤのさえずりのようでしたな」

「『毒薬とインキ壺を間違えている』というのはなかなかのユーモアでしたね」

　一颯がクスクスと笑いながら、紅茶を口にした。

「あといくつか朗読しましょうか？」

「いや、今日は初日ということで、これで終わりにしておこう。あとはこの爺に少しばかりつきあってもらえんかね。せっかくの縁だ、涼花さんの話が聞きたいのだがね」

「はい、私でよろしければ」

　朗読関連の荷物をすべてしまうと、お茶菓子に手を伸ばす。

　その時、障子の向こう側で『ワンワン！』と、犬が鳴く声がした。

（わんちゃん？）

　一颯が戸をそっと開くと、小型犬が飛び込んでくる。

「こつぶ、行儀が悪いぞ」

　白いポメラニアンが、一颯の足元にじゃれついてきた。一瞬、ふわっふわの毛玉がポンポン跳ねているように見えた。

「可愛い！　こつぶちゃん、っていう名前なんですね」

　涼花は目を輝かせた。

　一颯に存分に撫でられたこつぶは涼花の足元に走ってきて、前足を上げてすねをカリカリとかいてくる。

（めちゃくちゃ可愛い～。ぬいぐるみみたい）

　ふさふさの尻尾をぶんぶん振って懐いてくるポメラニアンに、涼花はすっかり心を奪われている。犬は大好き。可愛いのに裏表がないから。

「こつぶはどうやら、涼花さんのことが気に入ったみたいだ。この子がここまで他人ひとに懐くのは珍しい」

「犬には善良な人間が分かるもんだ。どうして一颯に懐いているのかは謎だがね」

　源一郎が一颯に向かってニヤリと笑う。

「おじいさま、人聞きの悪いことを言わないでください」

「はっはっ、冗談だ、冗談。……涼花さん、一颯はこう見えて優しい子でな。朗読会に行く時はいつもこの子が送り迎えをしてくれる」

「はい、それは伺いました。でも一颯さんは朗読会の間はどうされてるんですか？　一旦ご自宅に？」

　涼花は椅子から下りてしゃがみ込み、こつぶの頭を優しく撫でた後、一颯の方へ視線を向ける。

「いや、市庁舎には図書コーナーがあるから、そこで本を読んで待っている。ちょうどいい息抜きになるんだ」

「一颯さんは読書家なんですね。私も本はよく読みますよ。ボランティアで読むのに、内容を知っておかないといけませんしね」

　内容を知っているのと知らないのでは、読んだ時の説得力が違う。だからボランティアで扱う作品は、必ず事前に一通り読むようにしている。

「涼花さんは誠実なお嬢さんなのだなぁ。ますます気に入った。……どうか、今日はこちらで夕飯を食べていかれませんかね」

「え……いえいえそんな。私はあと少ししたらお暇しますので、どうぞお気遣いなく」

　源一郎の誘いを、涼花は慌てて辞退する。しかし、彼はしゅん、とした表情を見せて次の句を継ぐ。

「そうですか……確かにこんな爺とでは、一緒に飯など食ったところで美味くもなんともありませんからなぁ……」

「いえ、あの！　そういう理由でお断りしたんじゃないです。私なんかの夕食を用意していただくのが申し訳なくて……」

「嫌だから、というわけじゃない、と」

　片目を閉じて探るようにこちらを見てくる源一郎に、こくこくとうなずいてみせる。

「では決まりですな。我が家の料理人は実に腕がいい。是非涼花さんにも堪能してもらいたい。……一颯、食事ができるまで、涼花さんのお相手をしていなさい」

「分かりました。……涼花さん、もしよければ一緒にこつぶの散歩に行かないか？」

　一颯の提案に、涼花は目を輝かせた。

「是非！　行きたいです！」

　こつぶは『散歩』という単語が分かるのか、千切れんばかりに尻尾を振り、足取り軽く一颯の後をついて回っている。その一人と一匹の後を、涼花はついていった。

　玄関先の収納の中からお散歩セットを取り出した一颯は、こつぶにハーネスとリードをつけた。準備を終えたポメラニアンはすっかり散歩モードに入っている。ハッハッと息を荒くしながら、前脚で玄関扉をカリカリかく。

「行こうか」

「はい」

　二人と一匹は、篠山家の外へ出て、通りの端を歩き始めた。

　一颯がこつぶのリードを持たせてくれると言ったけれど、遠慮した。散歩の勝手が分からないし、変なことをしてしまわないか不安だったから。でも手持ち無沙汰だったので、散歩バッグは持たせてもらった。

「――涼花さんに来てもらってよかった。祖父の元気がアップしているみたいで」

「もしそうならよかったです」

　楽しそうに歩くこつぶを眺めながら、二人は他愛もない話をする。

「篠山さんは、あのおうちじゃなくて一人暮らしされてるんですか？」

　隣を見上げると、一颯は一瞬、目を丸くした後、ニヤリと笑った。

「……祖父も俺も『篠山』だけど？」

「あっ……一颯さんの方……です」

　ホテルで出逢った時も、名前で呼んでと言われていたはずだ。すっかり忘れていたので、普通に名字で呼んでしまった。

「この間も言ったとおり、祖父のことは『源一郎』、俺のことは『一颯』、これで解決だ」

「そうでした。一颯さん」

「うん。さっきの質問の答えだけど、俺はもう実家を出て、マンションで一人暮らし。今日は涼花さんが来るから一時帰省しただけ」

「なるほど……わざわざすみません」

「何せ俺は『涼花さんにアプローチをし続けている男』だからな」

「そういえば、そういう設定でしたね」

　涼花はクスクスと笑みをこぼした。

　話をしている間にこつぶが用を足したので、一颯は一旦話を止めてから始末をしていく。彼の手慣れた様子に、涼花は感心した。

（飼い主の義務だけど……セレブでもこういうのをちゃんとしているんだなぁ……）

　なんて思いながら、片づける一颯の代わりにこつぶの面倒を見ていた。

　散歩を再開して数分、大きめな公園が近づくと、こつぶがそわそわと足取りを軽くした。

「この公園にそんなに広くはないけどドッグランがあって、大型犬と小型犬に分かれているから安心して放せる。こつぶのお気に入りなんだ」

　園内の道路沿いにあるドッグランはフェンスで仕切られている。一颯が小型犬用の扉を開き中へ入ると、涼花も後に続いた。中には他の利用者はいなかったので、こつぶの独り占め状態だ。

　幼児が遊具を見てはしゃいでいるかのように、こつぶは楽しそうにあちこち走り回る。とても微笑ましくて、涼花はニコニコしながらそれを見ていた。

　ドッグランには芝生が敷かれており、入口の横には水道がある。入口を挟んだ反対側にはベンチがあり、一颯が腰を下ろしたので涼花も隣に座る。

「――さっきの話の続きだけど」

「はい？」

　一瞬、なんのことだろうと首を傾げたけれど、こつぶが用を足す前に話していた『涼花にアプローチをし続けている男』という設定の話だと、すぐに思い出した。

「――あの日、ホテルで見かけた君は、なんだかこの世の終わりみたいな表情かおをしていた。だから手を貸さずにいられなかったんだ」

　クールで怜悧れいりな面差しから紡がれる、穏やかな声。

　どうしようもなくみじめで、消えてしまいたいとさえ思ったあの時、助けてくれた一颯は神様のように見えた。

　おそらく彼は事情を知りたいと思っているのだろう。でも無理矢理聞き出そうとはしてこない。

　そういうところがすごく優しくて、信頼できる人だなぁと思う。

　涼花は深呼吸をして、それからベニヤで作られた坂を上っては下りるポメラニアンを眺めながら切り出した。

「――あの日は、妹の婚約者のご両親との顔合わせでした。そして……妹の婚約者は、私の元・婚約者です」

　どうせならと、涼花はすべてを打ち明けた。

　妹から常に搾取され続けてきたこと。

　ボランティア先で伸次と知り合ったこと。

　妹自身、結婚が決まっていたようなのに、涼花の婚約者が医者だと分かった途端、こちらに舵を切ってきたこと。

　婚約者が妹を妊娠させてしまったこと。

　涼花が伸次とつきあっていたことは両親には話せないので、憤りの行き場を失ってしまったこと。

「――つらかったな。君は優しい女性ひとだから、ご両親を混乱させるようなことは話せなかったんだろう？　君のあの時の様子に納得がいったよ」

「普通の失恋じゃないですし、妹たちの前で泣きわめけば両家の結婚にも支障が出るかもしれないと考えたら、結局、私一人が我慢すれば済む話なのかな、って……」

　でもホテルのロビーでのやりとりは、涼花の心を折るのに十分だった。苦しくて、家族と一緒なのに居心地が悪すぎて――。

　そこから救ってくれたのが、一颯だったのだ。

「――一颯さん、あの時はありがとうございました」

「礼を言われるほどのことじゃない。俺は君を探していたんだから、こちらこそお礼を言いたいくらいだ。……会えてよかった」

　彼が小首を傾けて笑ったのを目にした瞬間――涼花の瞳から一筋の涙がこぼれ落ちた。

「……っ」

　誰にも言えなくて自分の中で燻くすぶり続けた澱おりを、一颯の前で吐き出せば、ふっと気が抜けて涙腺も緩んでしまった。

　一度出てしまえば、もう止められなくて。あとからあとから涙が出てきてしまう。

「……涼花さん」

「ごめ……さ……」

　肩からかけていたミニバッグの中から、ハンカチを取り出して涙を拭く。

「我慢してなくていい。俺しかいないんだから」

　うつむく涼花にそう言ってから、一颯はしばらくの間黙っていた。

　必要以上に近づくでもなく、身体に触るでもなく、ただただそっとしておいてくれた。

　それもまた、彼の優しさなのだろう。

「……」

　少しして――涙を拭った涼花の目に、白い毛玉が見えた。足元にこつぶがちょこんと座っている。心配そうにこちらを見上げ、キューンキューンと小さな声で鳴いていた。

「……慰めてくれてるの？」

　涼花はこつぶを抱き上げた。すると温かい舌が頬をペロペロと舐めてくる。

「あはは、くすぐったいよ、こつぶ」

　涙の跡を何度も何度も舐められて、首をすくめてしまう。

「こつぶは本当に涼花さんのことが気に入ったんだな」

　見ると、一颯がクスクスと笑っていた。

「私もこつぶちゃん大好きです」

　涼花も目を腫らしながら笑う。

　それからしばらくし、泣き顔が落ち着いた頃。二人と一匹はドッグランを後にした。

「私……ひどい顔してますよね」

　化粧ポーチを篠山家に置いてきているので、今は鏡を持っていない。きっとメイクが落ちて惨憺さんたんたる有様だろう。

「大丈夫。……十分可愛い」

　サラッと流すように言われた言葉は、涼花の頬をボッと染めた。あたふたして隣を見ると、なんでもないように笑っている。

「もう、からかわないでください！」

「からかってない。……本音だ」

　そう言いながらもどこかおかしそうに笑っているので、涼花はくちびるを尖らせた。

「絶対からかってる！　もう、ひどいです、一颯さん」

「……元気になったようでよかった」

　安堵感に満ちた声音に、涼花は目をぱちぱちと瞬かせた。

（そっか……私のこと、励ましてくれてるんだ）

　なんて不器用な励まし方だろうと、おかしくなった。けれど、ありがたかった。

　篠山家に戻り、洗面所を借りてメイクを直し終えた頃、ちょうど夕食の支度ができたと、一颯が呼びに来た。

「――失礼します。……わぁ、すごい。美味しそうです」

　上品で広々としたダイニングルームの真ん中に、十人は余裕で会食できるようなテーブルが置かれている。

　ザ・日本家屋といった外観からは想像できないようなモダンな様相の一室だ。

　テーブルの上には席ごとに栗色の半月盆が置かれており、その上にはおかずが載った小鉢や皿、汁椀が配置されている。

　一番奥――テーブルの短辺の席には、源一郎がすでに座していた。

「我が家の夕食にようこそ、涼花さん。楽しんでもらえると嬉しいんだが」

「お招きありがとうございます」

　源一郎の言葉に、涼花はぺこりと頭を下げる。

「涼花さんはこちらにどうぞ」

　一颯が源一郎の斜め前の席を引いてくれたので「ありがとうございます」と言い腰を下ろした。一颯自身はテーブルを回って涼花の前へ座る。

「他の家族は今日は外で食べてくるようなので、三人だけになるが、すまないね」

　この邸宅には、源一郎の他には彼の長男夫妻――つまりは一颯の両親、そして一颯の弟妹が住んでいるという。

「涼花さん、お酒はいける口？」

　一颯がテーブルに置かれた日本酒のボトルを手に取る。

「あ……はい、いけますが」

「一杯だけでもいいから、祖父につきあってやってくれるか？」

　うっとりするほど美しいブルーの切り子のぐい呑みに、一颯が酒を注ぐ。

「一颯さんは飲まないんですか？」

「あぁ、俺はここまで車で来ているから」

　涼花はなるほどとうなずき、一颯が差し出したぐい呑みを両手で受け取った。

　一颯は一颯で、うすはりグラスに注いだノンアルコールビールを手に取る。

「じゃあ、涼花さんとの出逢いに乾杯しようかね」

　源一郎の音頭で、夕食が始まった。

　半月盆に用意された食事は、マグロとカンパチの刺身、牛肉のしぐれ煮、かぼちゃの千切りサラダ、きゅうりと釜揚げしらすの酢の物、鶏おこわにえびしんじょ椀。

　どれもこれも美味しそうで目移りしてしまう。

「わ、このお吸い物、お出汁だしが上品で旨味もしっかり出ていて美味しいです」

「涼花さんのために、腕によりをかけて作ってくれたそうだから。どんどん食べなさい。おかわりもあるから遠慮せずにな」

「ありがとうございます」

　和やかに食事は進み、話も弾んだ。

（どれもこれも美味しい……幸せ）

　刺身もおこわもしぐれ煮も、何を食べても美味しい。涼花はひとくちひとくちを噛みしめながら味わった。

「涼花さん、本当に美味しそうに食べてくれるね」

　一颯が笑った後、おこわを口に運んだ。

「食べ物が美味しいと幸せじゃないですか？　本当に美味しいんですもん」

「いつでも食べに来るといい、涼花さん。一颯はおらんかもしれんが、歓迎するぞ」

「ふふ、ありがとうございます」

　その後も食事の時間は和やかに過ぎていき、デザートのわらび餅を食べ終えたところで、涼花はすっかり満腹になった。

　お腹が落ち着くまで談笑し、とっぷりと暗くなったところで、涼花は暇乞いとまごいをする。

「今日は本当にごちそうさまでした。美味しかったです」

　玄関で源一郎に挨拶をすると、奥から車のキーを手にした一颯が出てきた。

「涼花さん、家まで送るよ」

「え、大丈夫ですよ。お気遣いなく」

　身体の前で手を振りながら辞退をするが、一颯はすでに靴を履いている。

「いいからいいから涼花さん、一颯に送らせなさい。女性に一人で夜道を帰らせるわけにはいかんからな。一颯、くれぐれも安全運転でな」

「分かっています。……涼花さん、行こう」

「あ……ありがとうございます。で、では源一郎さん、また二週間後に」

　あたふたとお辞儀をして、涼花は一颯の後をついて行った。

　篠山家のガレージには何台もの高級車が停められているが、その中の一台、国産高級車のステーションワゴンが一颯のものらしい。

　一颯は解錠すると、助手席のドアを開けてくれた。

「失礼します」

　汚さないようにそっと乗り込む。

　カーナビを設定してもらうために、住所を教える。

　涼花の自宅マンションは篠山家からは電車で七駅ほどだ。車では三十分以内に着くはず。

「お手数をおかけしてすみません、一颯さん」

「いいんだ。俺の自宅までの通り道みたいなものだから」

「ならいいんですけど。……それにしても、源一郎さんは可愛らしい方ですよね。篠山リゾートの会長さんにこんなことを言ってしまっては失礼ですが」

　涼花が夕食を辞退しようとした時、あからさまにガッカリしてみせたり、孫の一颯をからかってみたり、お茶目な人だなと思った。

「いつもあんな感じだ。会社でも穏やかにしているが、それがかえって怖いと言われている」

　飛ぶ鳥を落とす勢いが未だ衰えない会社の会長。温厚ながらも茶目っ気のある人柄が、人々を惹きつけるのだろう。

「朗読会は、源一郎さんにとっては息抜きなんでしょうか」

　様々な気苦労もある中で、朗読会はオアシスのような存在なのかもしれないと、涼花は思った。

「そうだな。自分が動かなくてもいい上に、作品を楽しめるから」

「私が少しでもそのお手伝いをできれば嬉しいです」

　そんな会話をしている間に、涼花の自宅に到着した。マンションの駐車場に停まると、やっぱり一颯がドアを開けてくれた。

「今日は本当にお世話になりました。源一郎さんにもよろしくお伝えください」

「お礼を言うのはこちらだ。ありがとう。次回も時間に合わせて実家に行くつもりだから、その時に会おう」

「はい」

　涼花は一颯の車が走り去るのを見送り、部屋に入った。

　このマンションは築二十年ほど経った建物だが、定期的にリフォームされているので、古さを感じさせない。

　壁はあまり厚くなく、時折隣人の立てる音が聞こえることもあるが、お互い様なので気にしないようにしていた。

　シャワーを浴びて歯を磨き、コーヒーテーブルにペットボトルの水を置いてソファに座る。

　スマートフォンに来ていた友達からのメッセージにリプライを送ると、水を飲んでほぅ、と息をついた。

「一颯さん……いい人だったな……」

　すべてを打ち明けて突然涙を流してしまったのに、そのまま泣かせてくれた。

　涼花にとって、そんな一颯の優しさが胸に染みた。

　面差しはきつめに見えるのに、とても優しい。

「……また、会いたいな」

　身のほど知らずにも、そんなことを思ってしまった。
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　次に篠山家を訪れたのは、二週間後だった。

　この日は少し長めに時間を取って『伊豆の踊子』を朗読した。途中で何度か休憩を入れて、そのたびに美味しいお茶菓子をいただいた。

　心を込めて丁寧に読めば、源一郎は喜んでくれた。

「踊子の清らかさが、涼花さんの声で際立っていたね。いや実に素晴らしかった」

「ありがとうございます。楽しんでいただけたのでしたら、家で練習してきた甲斐がありました」

　涼花がふふ、と笑うと、一颯が目を見張る。

「涼花さん、家で朗読の練習をしてるのか？」

「してますよ。読む速度を測ったり、声の調節とかしてるんです。たとえるならピアノの調律みたいな？　なんて、大げさですね」

「努力家なんだな、涼花さんは」

　一颯が優しげに目を細めた。

　その日も夕食をご馳走になった。とろとろ柔らかいビーフシチューを始めとした洋食で、もちろん美味しくて涼花を幸せにした。

　そして帰りもやはり一颯が車で送ってくれた。

「祖父が家族の前で、涼花さんのことを絶賛してるんだ。ことあるごとに褒めちぎっているから、他の家族も君に会いたがってる」

　運転しながら、一颯がクスクス笑っている。

　そういえば今日も他の家族は留守にしていて、夕食も前回同様三人だったなと、涼花は気づいた。

「そんなに褒めていただくと、実際にお目にかかった時にがっかりされないでしょうか」

「それはないと思う。俺が言うのも烏滸おこがましいけど、君はどこへ出しても恥ずかしくないお嬢さんだよ」

　一颯に褒めそやされ、涼花の頬が熱くなる。

　朗読のために篠山家に行くと必ず来てくれて、つきあってくれる。

　優しくて紳士で……こんなの好きにならないはずがない。

　伸次に捨てられた時はあまりに深く傷つき、もう二度と男性を好きにはなれないだろうと思っていたのに。

　案外気持ちの切り替えがあっさりとできていることに、自分でもびっくりする。

（好きになったって、ただ空しくなるだけなのにな……）

　一颯のような完璧な男性がこうして自分をかまってくれるのは、源一郎が涼花の朗読を気に入ってくれているからだ。

　少しだけ声がよくて、少しだけ読むのが上手い――それだけだ。

　今のこの穏やかで素敵な時間を壊したくない。

　一颯と源一郎と過ごすひとときは、本当に優しい。心がほんわかして幸せな気持ちになる。

　手放したくない気持ちでいっぱいで、涼花は決心する。

　この気持ちは、隠さないといけないと。

　心の奥底に押し込めて、絶対に引っ張り出さないと決めた。

　それなのに――






　一颯から食事に誘われたのは、その二週間後だった。

　食事と言っても、篠山家で振る舞われる夕食のことではない。

『いつも祖父につきあってもらっているお礼に、食事をごちそうさせてほしい。美味しいレストランを知ってるんだ』

　メッセージでそう誘われた時、心が弾んでしまった。

『こちらこそいつもお世話になっているのに、気を使っていただいてありがとうございます。美味しいレストラン、是非行きたいです』

　失礼になってないかしら……と、何度も文面を確認してしまった。

　週末の金曜日、会社の帰りに会うことになった。

　楽しみで楽しみで、金曜日はいつもよりおしゃれをしてみた。同僚には「なんか今日、気合い入ってるね！　デート？」などとからかわれたけれど、それすら嬉しかった。

　待ち合わせは桜浜駅だ。涼花の会社から近いので、待ち合わせの前に時間があった。だからメイクを直す余裕はたっぷり取れた。

　人と待ち合わせる日にこんなにそわそわして、こんなに身だしなみに気を使ったのはいつぶりだろう。

（私……浮かれすぎ）

　周りから見ればいつもとそれほど変わらないだろうが、涼花にしてみれば大違いだ。

　駅に向かう足取りだってかなり軽い。

　待ち合わせ場所の北口に着くと、一颯はすでに待っていた。

　一番最初にホテルで出逢った時のように、パリッとしたスーツを身につけている。エリートサラリーマン然とした雰囲気だ。

「一颯さん、お待たせしました」

　声をかければ、一颯は振り返る。

「俺も今、来たところ――」

　言いかけて、言葉を止めた。涼花の姿を見て、目を見張っている。

「？　どうかしました？」

　反応がないので目の前で手を振ると、ハッと我に返った一颯が、薄く笑った。

「……いや、涼花さんが可愛いから見とれていただけ」

　数瞬後、涼花の頬がボッと赤く染まる。

「……っ、な、なんですか？　いきなり」

「いつも可愛いけど、今日は特に可愛いな。俺と会うのにおしゃれしてくれた？　だとしたら嬉しい」

　あまりにすんなりと出てくる褒め言葉に、涼花は照れを通り越してきょとんとしてしまう。

「え、あ、はい……」

「ははは、そんな表情するんだ、涼花さんも。……行こうか」

　一颯は面白そうに笑うと、涼花を促した。

　彼が連れていってくれたのは、フレンチをベースにした創作レストランだ。

「気取った店ではないから、気楽にしてくれて大丈夫」

　メニューを広げた一颯がそう言ってくれたので、遠慮せずに料理を何点か頼み、シェアすることにした。

「わぁ……このサーモンのタルタル、宝石みたいにきれいですね」

　サイコロカットされたサーモンと野菜をソースで和えてセルクル型でまとめたタルタルは、つやがあってとてもきれいだ。

　崩してしまうのはもったいなく感じたが、食べないのはもっともったいない。

　一颯がフォークとナイフを器用に使い、二人分に分けてくれた。「どうぞ」と差し出されたタルタルを、さっそくひとくち。

「わ、さっぱりしてて美味しい。マスタードがふわって香って爽やかですね」

「新鮮なサーモンを使ってるから臭みもないな。うん、美味しい」

　その後に来たサラダとパンも、美味しくてペロリと食べられた。

　メインとして頼んだ和牛のステーキフリットは、適度な焼き具合の霜降りステーキ肉の下に、フライドポテトが敷いてある。シンプルに塩コショウで味つけされており、しつこくなく食べられる。小さなココットに入った赤ワインベースのソースにつければ、味わい深くいただけた。

「ん～！　お肉が柔らかくて美味しい！　カリカリのポテトも美味しいけど、肉汁が染みたポテトもいいし、ソースをつければ味変もできますね。これ好きだなぁ……」

「あはは、涼花さん、意外と肉食系だな」

「お肉は大好きです」

　見た目がおとなしそうなので小食に思われているが、実は食べるのが大好きだし、しかも魚も好きだがどちらかと言えば肉派だ。

　だからステーキは大好物だったりする。

「うちの実家でもそうだけど、涼花さんは本当に美味しそうに食べてくれるから、こちらとしても誘った甲斐があるよ」

「篠山さんちのお食事もここのお食事も、本当に美味しいですから」

　涼花は嘘偽りない本心で返した。

　デザートは盛り合わせ。

　アイスクリームやプチケーキが載っている。

「最後に甘いもので締めるっていいですよね。幸せな気持ちで食事を終えられて」

「そうだね。俺も甘いものは割と好きだ。疲れた時に食べたくなるよ」

「ですよね」

　甘いものは別腹、甘いものは正義――そんな言葉で、食事は締めくくられた。






　レストランを出るともういい時間になっていたので、駅に向かう。

（まだ一緒にいたいな……）

　その気持ちが足に表れたのか、歩みがなんとなく遅くなってしまったが、一颯はちゃんと涼花に合わせてくれる。それが嬉しい。

　それでも進めば駅に着いてしまう。

「今日はごちそうさまでした」

　食事はすべて一颯が支払ってくれたので、もう一度お礼を述べた。

　一颯は周囲を見渡して、それから――

「涼花さん」

「はい……っ、え？」

　それはほんの一瞬のできごとだった。

　一颯から、掠めるようなキスをされた。

　温かいくちびるが涼花のそれに触れ、すぐに離れていったのだ。

　それだけでも混乱してしまうのに、次の句を聞いて、涼花は言葉を失った。

「好きだ」

「……」

　たっぷりと沈黙に浸ってから、涼花は口を開いた。けれど声が出てこない。金魚のようにパクパクと閉じたり開いたりしていると、一颯がクスリと笑う。

「市庁舎の朗読会で初めて会った日からいいなと思ってた。本格的に好きになったのは、初めて一緒にこつぶの散歩をした時だ」

「ぇ……ほん……とに？」

　ようやく出せた台詞がこれだ。

「君はとても優しくて繊細で……本当ならもっともっと時間をかけて少しずつ距離を縮めていかないといけないと考えていた。婚約者たちから酷い目に遭ったばかりだったし。……でも、今日の涼花さんは本当に可愛くて、もたもたしていたら誰かに取られてしまうんじゃないかって。そう思ったら、言わずにいられなくなった」

　一颯の目元が赤くなっているのは、食事の時に飲んだワインのせいだろうか。それとも――

「婚約破棄になったばかりで、そんな気にはならないかもしれないけれど、俺は涼花さん……涼花を大切にすると誓う。だから、俺とのことを考えてもらえないだろうか」

　まさか彼が自分を好きでいてくれていたなんて――にわかには信じられないと思った。

　しかし、切実ささえ感じる声音はとても真剣だ。そして言葉を紡ぐ一颯の表情も、真剣そのものだった。

（本当に、この人は私のことを……？）

　少しずつ、じわじわと、現実味が涼花を元に戻す。

　一颯は真摯に告白してくれた。だから自分も真摯に応えないといけない。

「あ……あの、私も。……私も、一颯さんが好き、です。ホテルで助けられた時から、いい人だなぁって思ってて。篠山家で一緒に過ごす時間がとても好きで……えっと……とにかく、あなたが好きです」

　たどたどしく、でも真面目に自分の気持ちを伝えれば、一颯はホッとしたように表情を緩めた。

「よかった……振られたらどうしようかと思っていたんだ。嬉しいよ、涼花」

「こんな私でよければ、よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げると、手を取られた。

「さっき……ここまで来る時、涼花の歩くスピードがやけに遅かったのは、俺と離れたくないって思ってくれてた？」

　ほんの五分前に思っていたことをズバリ言い当てられ、涼花の頬は瞬く間に赤くなる。恥ずかしくてたまらないけれど、間違いなく本音。

　少しの逡巡しゅんじゅんの後、こくん、とうなずくと、一颯が嬉しそうに表情を甘くした。

「俺も離れたくない。……明日の朝まで、一緒にいてくれる？」

　そう尋ねられ、涼花は今度は躊躇わずにうなずいた。









　桜浜で一番のラグジュアリーホテルのスイートルームは、調度品も高級だ。見たこともないような家具が置いてある。

「こ、こんないいお部屋じゃなくても……」

　涼花はひたすら恐縮していた。一晩一緒に過ごすことになった時に真っ先に浮かんだのはラブホテルだったのだ。

　しかし一颯は想像の遥か上を行っていた。

　まさかその場でスイートを予約してしまうなんて。

「涼花との初めての夜だ。想い出になる部屋の方がいいだろう？」

　色気を含んだ優しい顔でそんなことを言うものだから、もうすべて任せようと、涼花は口を出すのをやめた。

「私のために……ありがとうございます」

「シャワーは？　したい？」

「も、もちろん！」

　お風呂に入らない選択肢はない。身体をきれいにするのが礼儀だと思うから。

「じゃあ、入っておいで。俺はその間にちょっと買い物に行ってくる」

　一颯がバスルームまで案内してくれた。

「わ、素敵なお風呂……」

　シャワーブースとバスタブが完全に分かれていて、しかもジャグジーつきだ。

「湯船は後で一緒に入ろう。今はシャワーで我慢な？」

「は、はい」

　一緒に入るのは確定なのかしらと思いながらも、ジャグジーに入るのは楽しみだ。

　せっかくのスイートなので、どうせならめいっぱい楽しもうと、前向きに考えた。

　シャワーブースで身体を隅々まで念入りに洗う。

　タオルと一緒にバスローブも置いてあったので、遠慮なく使わせてもらった。

　髪は洗わなかったものの、濡れたのでドライヤーで軽く乾かす。顔は完全に洗ってしまったので、ほんの少しだけメイクをした。

　後はもうバスルームを出るだけとなって、パウダールームの壁に大きく掲げられたピカピカの鏡を見た瞬間、この後の展開を想像してしまい、心臓の鼓動が爆発しそうなほど速くなった。

（この後、一颯さんと……）

　婚約者がいたくらいだからもちろん処女ではないけれど、やっぱりドキドキはする。

　涼花はブルブルと首を振り、それからうなずいた。

「大丈夫！　一颯さんに任せておけばいいんだから……！」

　小さく呟き、涼花はバスルームを出て寝室に向かった。

　寝室にはクイーンサイズのベッドが二台並んでいる。マットレスが厚くて、寝心地がよさそうだ。

　窓際には一颯が立っていて、外を眺めていた。涼花はそっと近づき、隣に並んだ。

「わぁ……きれい……」

　外には桜浜地区の夜景が広がっていた。さまざまな色の光がキラキラと町を彩っていて、目にも鮮やかだ。

　うっとりと見とれていると、するりと腰に腕が回った。

　いつの間にか後ろに回っていた一颯が、涼花の頭の上から外を見る体勢になっていた。

「一颯さん」

「もう、夜景は店じまいだ」

　一颯がカーテンを閉めて、涼花を抱きしめる。

「俺は待ち合わせの前に、自分の家でシャワーを浴びてきたんだ。……このままで大丈夫？　……早く涼花を抱きたい」

　一颯の胸に顔を埋めている涼花は、彼の匂いを吸い込んだ。ほんのりとボディソープの匂いが残っている。

「……いい匂いがします」

　それを肯定だと受け取ったらしい一颯は、そのまま涼花の身体を抱き上げた。

「！　重くないですか？」

「君はもっと重くなった方がいい」

　窓に近い方のベッドに涼花を下ろすと、一颯はスーツのジャケットを脱ぎ捨て、ネクタイも外した。

「――性急すぎてごめん。君が欲しくてたまらなくて」

「ううん……私も、一颯さんが欲しいです」

　眉尻を下げて謝罪する一颯に、涼花は柔らかく笑い、本音を漏らす。

「涼花……好きだ」

　その言葉を最後に紡ぎ、一颯はくちびるを落としてきた。涼花のくちびるが、すかさずそれを受け入れる。

　ちゅ、ちゅ、と、何度もくちびるを啄まれた後、薄く開いた隙間から舌がにゅるんと入ってきた。

「ん……ふ……」

　熱い塊に口内を弄ばれ、悩ましい吐息が鼻から抜ける。

　歯の裏をつ……となぞられれば、首筋がゾクリとした。

　キスに翻弄されている間に、バスローブの紐を解かれ、両腕から抜かれてしまう。それはどこへ行ってしまったのか、涼花には気にする余裕もない。

　あっという間に真裸にされ、心許なく感じていると、ふいにキスが止んだ。

　目を開けると、一颯が引き締まった目元を甘く緩め、涼花の肢体に視線を滑らせた。
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「きれいだな……想像以上だ」

「想像……してた、の？」

　予想外の質問だったのか、一颯は一瞬だけたじろぐ。次の瞬間には開き直り、まっすぐ涼花の目を見つめる。

「あたりまえだろう？　好きな女の身体を想像しない男はいない」

　涼花の心は複雑だ。自分の裸を想像されていたなんて恥ずかしい、けれど嬉しい。自分が以前から一颯にとってそういう対象だったのだと思うと、心が疼いて仕方がなかった。

「嬉しい……です」

「涼花は？　……俺に抱かれるシーンを想像したこと、ないのか？」

　これは涼花にとっては予想外の質問だった。抱かれること自体は想像したことはない。というより、涼花の想像はまだそこまで辿り着いてはいなかったのだ。

「私……一颯さんのことは好きだなぁと思っていたけど、つきあえるなんて思ってなくて……そんなところまで、想像力が働いてくれませんでした」

　正直に白状すると、一颯はふ、と笑った。

「涼花らしいな。……可愛い」

　頬にキスをされ、くすぐったく思ったのもつかの間、くちびるは身体の方に下っていった。首すじを通り、鎖骨に吸いつき、胸のふくらみに辿り着いた。

「ん……」

　一颯のくちびるが触れるたびに、そこがじんわりと甘くなっていく気がする。

　しかし次の瞬間、強烈な甘さが涼花を痺れさせた。

「っ、あんっ」

　胸の先端をじゅる、と吸われ、身体が軽く跳ねた。桃染色の乳嘴にゅうしはまたたく間に芯を持って熟す。そのまま舐ねぶられ、指で摘ままれ、弾かれ、先端は赤みを増していった。

「んっ、い、ぶきさ……っ」

「ん？　痛い？」

「ううん……気持ちいい……」

「ならよかった」

　それならばと、一颯は涼花の身体を起こし、自分の脚の間に座らせた。彼はベッドのヘッドボードに背中を預け、涼花は一颯の胸に背中を預ける形だ。

　そして後ろから、涼花の胸をゆったりと揉みしだいた。

「はぁ……」

　涼花の胸は決して豊かではない。けれど、柔らかいのに張りがある。一颯の手の中で捏ねられ、彼の力のままに形を変えている。

　少しして、彼は胸からはずした両手で涼花の皮膚の表面をなぞっていき、和毛を通りすぎ、内腿を掴んだ。

　ぐい、と開くと、涼花の両脚にそれぞれ一颯の脚を跨がせた。そうされては、閉じようと思っても閉じられない。

「あ……っ、やだ……っ」

　両脚を大きく開き、秘部が完全に暴かれている状態だ。恥ずかしくて、顔が熱くなる。

「誰も見てないから大丈夫だ。……ほら、もう濡れてる」

　ぱっくりと開いた襞のあわいから、蜜液が湧いてくるのが分かる。一颯はそこにそっと指を送り込んだ。

「あんっ、んっ」

　ぬるりとした感覚で、自分の秘裂がもうかなり濡れているのを感じてしまう。まだ触れられたばかりなのに。

　一颯が泥濘を指で掻き回すと、ぐちゅぐちゅと淫らな音が立つ。

「あ、はぁ……っ、あんっ」

「涼花の喘ぎ声、きれいで色っぽくてたまらない……聞いているだけで俺まで気持ちよくなる」

　耳許でうっとりと囁かれると、歓喜で全身が大きく震えてしまう。

　指先の動きが速くなる。水音が強くなり、快感も増していく。

　あまりのよさに、腰が浮いてしまう。

「ゃ……い、ぶき、さ……っ」

「気持ちいい……？」

　甘ったるい声で尋ねられ、こくこくとうなずいた。

　一颯が後ろから頭や耳や首筋にくちびるを押しつけてきて、そのたびにちゅ、ちゅ、と、キスの音が鼓膜に届く。

　その心地よさに酔っていると、すかさず彼の指が花芯を優しく拉ひしいだ。

「あぁっ、ん！」

　漏れる声が高くなる。

　優しいリズムで愛撫され、下半身が痺れる。

　空いた手が、胸の膨らみをやんわりと揉んだかと思うと、ふいに乳嘴をきゅっと摘ままれた。くにくにと擦られ、押し潰されて、気持ちよさでじんじんしてくる。

　そこから湧いた媚熱が、体内を縦断する。

　身体の奥の細波は徐々に大きくなり、四肢が行き場を求めて揺らめく。

　つま先はぎゅっと丸まり、両の手は背後にいる一颯のシャツを握り込んだ。

　途端、体内を循環していた快感が凝縮された気がした。

　喉の奥から、吐息混じりの喘ぎが上がる。

「はぁっ、あっ……はん……、も、い……ちゃ……っ」

「いいよ。……気持ちよかったら達いっていい」

　そう囁いた一颯がほんの少し、指先に力を加えた刹那――

「あぁんっ、ぃ……ぅ……っんん!!」

　涼花の腰がびくん、と跳ねた。

　甘美な疼きが全身を震わせる。

　数度痙攣すると、電池が切れたように静かになった。

　気がつけば、一颯の身体からずり落ち、四肢はシーツに沈んでいる。それなのに、彼の指が弄んでいたところだけが未だ熱を帯び、ひくんひくんと疼きを残していた。

「――まだだ、涼花」

　むしろこれからだと言外に匂わせ、一颯が服を脱ぎ始める。一枚、また一枚とベッドの下に落とされ、真裸になると、ベッドサイドのナイトテーブルに置かれた箱に手を伸ばす。

　涼花がシャワーを浴びている間に買ってきたという、避妊具だろう。

　中から一つ取り出し、育ちきった屹立きつりつにまとわせる。

　ずっしりと太くて、生々しくて、男らしさに満ちた肉茎が、涼花を誘惑した。

　はしたないと思っていても、下腹部の奥がきゅんと疼く。

「……っ」

「涼花のその……もの欲しそうな表情かお、すごくいい。いつもは清楚なのに、なんだかいやらしい」

　裸の一颯がじりじりと間合いを詰めてきて、横たわった涼花の頬に指をつつ……と滑らせた。

「一颯さん、は、やく……」

「そんなに欲しい？　案外よくばりだな、君は」

「だ、って……」

　身体の渇きは未だに癒やされていない。むしろ、もっともっとと願っている。

「分かってる。……今度は二人で気持ちよくなろう」

　一颯は精悍な瞳に情欲を滾たぎらせて、ふっと笑った。

　涼花の脚の間に身体を入れ、濡れそぼったままの両襞を指で割り開く。

　熱い塊がそこに宛がわれ、擦りつけるように前後すれば、ぬち……と濡れた音が立つ。

　丸い切っ先を蜜口に据えると、一颯はそのままぐっと腰を押し進めた。

「あぁ……」

　ぎゅぎゅっと密集した肉襞にくひだを、蜜をまとった楔が掻き分ける。隘路を埋める質量はかなりなもので、涼花は少しだけ苦しかった。

「は……きつ……」

　眉根を寄せる一颯は、悩ましげに息を吐き出すと、涼花の下腹部に手の平をひた、と当てた。

「ここに、俺のが入ってる。涼花の身体が欲しくて欲しくてたまらなかったから、今、嬉しさに浸ってる。……よくばりなのは君だけじゃない。俺もだ」

「……私も、嬉しい」

　涼花が一颯に両手を伸ばすと、彼は身体を倒し、体重を預けてきた。その背中に腕を回し、ぎゅっと抱きしめる。

　裸の胸と胸がぴたりと合わさり、心臓の鼓動がシンクロする。

　一颯が涼花のくちびるにキスをして、そのまま舌を差し込んでくる。同時に、彼の腰が緩やかに動き始めた。

　上下双方で粘膜同士が絡み合い、淫靡いんびな水音を立てる。

「……ん」

　屹立が膣口を行き来するたび、ゆるい快感が訪れる。幾度か往復して馴染んでくると、一颯の腰つきが速くなる。

「あんっ、あぁっ」

　時折気づいたように、ぐぐっと強く深く穿ってくる。子宮口を押し潰されて凄まじい快感に全身が総毛立つ。

「……これが好きか？」

　確かめるように何度も何度も最奥を突いて、一颯が涼花の顔を見つめてくる。

「あんっ、すき……っ、これ、すきぃ……」

「俺も好きだ。……涼花の、一番深くて敏感で、デリケートな部分に触れられて……幸せだ」

　一颯は涼花の口腔にねっとりと舌を送り込みながら、腰をグラインドさせる。

「んっ、んん、んぅ……」

　さっきから愉悦に狂わされっぱなしで、蜜液があふれて止まらない。ぐちゅぐちゅと撹拌かくはんされ、泡立つ。

「あー……クソ、ダメだ。気持ちよすぎる」

　普段なら絶対に口にしない悪態が漏れるのを聞いて、涼花の胸は高鳴ってしまう。

「い、ぶきさ……っ、もっと……っ」

　めちゃくちゃに突いてほしい。激しく揺さぶってほしい。

　伝えると、一颯は乱れた髪を掻き上げながら、一旦涼花の中から抜け出て身体を起こす。

「……いいのか？　俺の好きにして」

「んっ……好きに、してぇ……」

「涼花、全部がとろとろになって可愛いな……」

　涼花の脚を掴み、一颯は再びじゅぷん、と膣口に楔を打ち込んだ。そのまま、激しく突き上げる。

「あぁんっ、あぁっ、やぁっ、だ、め……っ」

　ずしん、と最奥に響く快感に、涼花の肢体が弓なりにしなる。

　腰を強く打ちつけられて、下半身がとろけ落ちそう。

「っ、ほんと……可愛い、涼花……っ」

「はぁっ、あぁっ、ひん……っ、いい……っ」

　深く激しく貫かれ、もう全身が麻痺しそうだ。

　怒濤のような律動の先に、大きな波が待ち受けていた。

　ぱん、と高らかな音が立つほどに肌を打たれた瞬間――

「ひっ……も、い、くぅ……ぅんん!!」

　媚肉がきゅうっと収縮し、熱い肉茎を食い締める。

「っ、ぅ、涼花、締めすぎだ……っ」

　涼花の身体が弾むほどに痙攣するのと、一颯が幾度も腰を打ちつけるのは、ほぼ同時だった。

　火照った空気が急速に冷えていく室内で、二人の荒い息遣いだけが続く。

　それから数呼吸して、一颯が涼花の上に倒れ込んだ。わずかに汗ばんだ肉体が、涼花の胸の先端を軽く刺激して、なんだか恥ずかしくなる。

　一颯が彼女の肩口に顔を埋め、大きく深呼吸した。

「――すごくよかった。涼花が可愛すぎた。ほんとに……君は最高だ」

「ふふ、私もすごく気持ちよかったし、一颯さんかっこよかった」

「……ほんとに？」

「うん……もっとしてもいいくらい」

「……ほんとに？」

　一颯が弾かれたように頭を上げた。

　すぐ前と同じ発言なのに、後者には明らかに熱が籠もっている。彼の顔を見つめると、瞳の奥には鎮まりかけた情火が再び熾おこるのが見えた。

　釣られたようにうなずくと、彼の口角がきゅっと上がった。

「――後悔するなよ、涼花」

　挑発の言葉と同時に、未だ涼花の中に留まっている肉塊が再び硬さを増してきて。

「……え」

　今夜は寝かせない――まさか本当にこんな状況がこの世に存在するなんて、涼花は想像もしていなかったのだった。

















第三章　守ってあげたい












　幼い頃から、祖父の源一郎には可愛がってもらった。祖父にとって一颯はたくさんいる孫の一人だったと思うが、一番懐いていたのは自分だと自負している。

　だから生きている内に祖父孝行がしたいと考えていた。

　自治体が行っている無料朗読会に祖父が通っていると知ったのは、八ヶ月ほど前だ。市庁舎の多目的ルームで、毎月の定期イベントとして行われているようだった。祖父は毎月そこを訪れては、ボランティアの読み手が朗読する物語を堪能しているという。

「おじいさま、朗読会に行くのなら、俺が送っていきますよ」

　どんなイベントなのか興味もあったし、祖父孝行がてら自分の息抜きにもなるかと思ったのだ。

「実はな、朗読ボランティアのお嬢さんが、実によい娘さんでな。声も素晴らしくきれいなんだが、見た目も人柄も文句なしだ。孫のうちの誰かの嫁になってくれんかと思ってるんだが」

　珍しく源一郎が言葉を弾ませて言うものだから、祖父がそこまでべた褒めする女性とはどんな人物なのか、少し興味が湧いた。

　次の朗読会、一颯は祖父のために車を出した。十五分ほど走らせた場所に市庁舎はあり、一階の多目的ルームに入ると、部屋の奥には使い回してあると思われる『さくらはま文学朗読会』と書かれたボードがイーゼルに立てかけられていて、その前に並べられた椅子には、すでに何人もの高齢者が座って待っていた。

　朗読会は、日によって『幼児向けの絵本読み聞かせ』、『高齢者向けの文学朗読会』に別れているそうだ。今日はもちろん、後者だ。

　源一郎が椅子に座るのを見届けると、一颯は室内の一番後ろに立ち、始まるのを待った。

　それから数分後、市の担当職員が登場した。

「皆さん、お待たせしました。十月の『さくらはま朗読会』にようこそいらっしゃいました。本日も朗読してくださるのは、ボランティアの大原さんです」

　職員が紹介をすると、参加者の拍手とともに、一人の女性が前に出てきた。

「こんにちは。本日朗読を担当する、大原と申します。……先月もいらしてくださった方や、毎月いらしてる方のお顔が見えますね。……あ、今月初めて参加してくださってる方もいるのかな？　精一杯読ませていただきますので、楽しんでいってくださいね」

　比較的落ち着いた佇まいの女性――二十代半ばくらいだろうか。清楚で、きれいな顔立ちで、細身の――なるほど、祖父が好みそうな見た目をしていると、一颯は思った。

　それに何より、声がとてもきれいだ。

　鈴を転がしたような、とでも言ったらいいのだろうか。透きとおるような、かといってキンキンしていない、聞き心地のいい優しい声だ。

（へぇ……）

　こうして見る限り、とても好感の持てる女性だ。

　一颯は朗読会が始まると同時に部屋を出て、市庁舎の図書コーナーで読書をしつつ、終わるのを待っていた。

　それから一時間ほど経った頃、祖父が戻ってきた。

「一颯、待たせてすまんな」

「大丈夫です。楽しかったですか？　おじいさま」

「今日はな、梶井基次郎の『檸檬』と芥川龍之介の『白』だった」

　どちらもすぐに読めてしまうほどの短編だ。おそらく祖父は二作とも読んだことはあるだろう。

「あぁ……『檸檬』は実在の本屋が出てくる話で、『白』は白い犬が黒くなってしまう話でしたっけ」

「どちらも割と男臭い話だが、女性が読むとまた趣が変わっていいものだな。楽しかった」

　声を弾ませた祖父は本当に楽しそうで、こんな姿を見たのは久しぶりだった。

　それならばと、一颯は月に一度の朗読会にはいつもつき添った。

　源一郎はいつも楽しそうに、その日のことを話してくれる。例の朗読ボランティアの女性の話ももちろん込みで、彼女の話を聞くのがなんとなく楽しくなったのは、いつからだったろう。

　一颯が送り迎えをするようになって何ヶ月か経った朗読会の日、時間になっても祖父がなかなか待ち合わせ場所に帰ってこないので、会場に足を向けた。

　会場は椅子などはもう撤収されていたが、人が数人いた。そのうちの一人が源一郎だった。祖父は女性に熱心に話しかけている。

「大原さん、あなたの声は実に素晴らしい。安らぎを感じるし、毎回心が洗われた気分になれる。何より、あなたの人柄が声に出ていますな。気立てのいいお嬢さんだとお見受けするが」

　例の女性――大原涼花は、老人の話を嫌な顔一つせず聞き、相手をしてくれていた。

「毎月いらしてくださって、ありがとうございます。そんな褒めていただけるような人間ではありませんが、私の朗読を気に入ってもらえて嬉しいです」

　きれいな声でにこやかに応える涼花は、その場を和ませる力を持っているようだ。見ているこちらも癒やされる思いだった。

　しかしいつまでも引き留めるわけにもいかず、彼女に対する助け船のつもりで、祖父を呼んだ。

　涼花は一颯を見て、それから源一郎に笑いかける。

「お孫さんですか？」

　祖父はなんとか篠山家と涼花との縁を繋ぎたいと思ったのだろう。ニヤケ顔で一颯のアピールをする。

「私がここに来る時にはいつも送り迎えをしてくれる。こんな面構えだが、心優しい男でな」

「やめてください、おじいさま」

　祖父を諌めれば、涼花はクスクスと笑った。

「いいお孫さんで何よりです。では、私はあと少し片づけがありますので、失礼します。また是非、聞きにいらしてくださいね」

　会釈をして背を向けた涼花を見送り、源一郎と車に戻る。

「いい娘さんだったろ？　なんとかうちの嫁になってくれんかと思っていたんだがな。……どうもつきあっている男がいるようだ。いやはや、実に残念」

「あんな見るからにモテそうな女性に、彼氏がいないわけないでしょう、おじいさま」

　あたりまえだ、という声音で言ってはみたものの。

　わずかな寂寥せきりょう感が、心の奥底にじわりと湧いたのは……きっと気のせいではない。

　わびしい気持ちに追い打ちをかけるように、翌月、涼花は朗読会に現れなかった。

　源一郎は涼花に会えなくてかなり落ち込んでいたが、仕方がないとその日は我慢した。

　しかしその翌月も彼女は不参加で。市の職員に事情を尋ねてみたものの、個人情報だからと何も教えてもらえなかった。当然ながら連絡先も入手不可だ。

　落ち込みを通り越して不機嫌になった源一郎が、ついに言い出した。

「彼女を個人的に雇いたいんだが。朗読スタッフとして」

「何、勝手なことを言ってるんですか、おじいさま。たったそれだけのために彼女を雇うんですか？」

「月にたった一度、市庁舎に行かんと聞けない。しかも確実に彼女がいるわけでもないんだぞ。……これはもう、直接雇用するしかなかろう」

　どうやら祖父は「これはいいアイデアだ」くらいの心持ちでいるようだ。

　涼花を気に入ったのはいいとして、そこまでするのかと、一颯はため息をついた。

「――分かりました。俺が彼女を探しますから、とりあえずおじいさまは冷静になってください。彼女が見つかったら、その時に雇用云々は考えましょう」

　それから一颯は、名前と朗読ボランティアを手がかりに、興信所に涼花を探すように依頼した。案外簡単に見つかるかと思いきや、これがなかなか見つからない。

　人を捜すことはそう簡単ではないようで、聞き込みをしても有力な情報がほとんどなかったようだ。

　とりあえず調査は継続してもらうことにした。

　さらに一ヶ月ほどが経ったある日のことだ。仕事で系列のホテルに赴いた。土曜日なので、昼を過ぎた時間帯でも宿泊客や食事客が多い。

　時間があったので、ロビーのソファでスマートフォンを弄っていると、聞き覚えのある名前が聞こえた。

「――それにしても、涼花よりも万理華の方が結婚が早いとはなぁ」

（スズカ……？）

　確か例の朗読ボランティアの彼女も『スズカ』ではなかったか。

　顔を上げて声の方を見ると、中年の夫婦が若い女性たちに話しかけている。話を聞く限り、親子のようだ。

「涼花も万理華を見習って早くいい相手を見つけて結婚しなさいよ。万理華みたいにお医者様を捕まえなさいなんて言わないから」

「涼花は昔から何をするにも要領が悪いからなぁ。のんびり屋というか」

「お姉ちゃんは結婚とかこだわってないもんね。お仕事とボランティアに夢中だし」

（なんだその会話は……）

　姉妹の妹の結婚が決まり、彼女に続けとばかりに姉を急かしている親と、フォローする妹――一見するとそんな光景だ。

「――でもさ、今は独身を貫く女性も少なくないし、全然大丈夫だよ！　結婚しなくてもお姉ちゃんは私のお姉ちゃんだから」

　しかし一颯には彼らの言葉が、姉を追い詰めているようにすら聞こえた。特に妹の言葉は、一見、擁護しているようで、言葉の端々に姉を見下している雰囲気が漂っているのだ。

　そしてそれを一身に受けているのは――

（っ、彼女は……！）

　そこにいたのは、紛うことなき大原涼花。一颯……というより、源一郎の探し人だった。

（やっと見つけた……！）

　安堵と喜びに浸っていたのもつかの間、涼花の表情を見て、一颯は眉根を寄せた。

（どうしたんだ？　……この世の終わりみたいな顔をしている）

　しんどそうな、すべてを諦めてしまったような、色を失った表情をしている。あまりにも痛々しくて、気の毒で……思わず手を差し伸べてしまった。

「――涼花？　涼花じゃないか。こんなところで会えるなんて驚いた」

　この時の行動は、今までのどんな決断よりも正しい選択だったと、一颯はのちに自分を褒めてやりたくなったのだった。






　家族から引き離しカフェに誘うと、涼花は見る間に可憐な表情を取り戻した。やはり先ほどは、かなりのストレスを感じていたようだ。迷わず行動してよかったと、一颯は安堵した。

　自己紹介をし、以前会ったことがあると伝えれば「あぁ！　あの時の！」と、思い出してくれた。

　一応存在を認識してくれていたことが、ひどく嬉しかった。

　祖父からの依頼を伝え、真摯な態度でお願いをすると、涼花もまた真剣に考えてくれた。

（誠実でいい子だ……）

　源一郎の言うとおり、裏表のない素敵な女性だ。さすがは篠山リゾート会長の人を見る目に外れはないと、一颯は感心した。

　涼花が見つかったと伝えれば、祖父は大喜びで。

『いいお嬢さんだったろう？』

　と、自分の娘でも孫でもないのに、何故か鼻高々だった。

　涼花の個別朗読ボランティアは、篠山家で行われた。祖父のためなのだから当然だ。しかしすでに家を出て一人暮らしをしている自分がのけ者にされているようで、なんだか面白くない。

　だから涼花が来る日に、自宅マンションから車で二十分かけ、実家へ帰った。

「わざわざ来たのか一颯。……朗読が目当てなのか、それとも朗読してくれる人が目当てなのか……聞くのは野暮だな、はははは」

　祖父の細めた目がやたら挑発的なので、一颯は開き直った。

「正直言えば、後者です。ただ、彼女に興味はありますが、これがどう転ぶのかは分かりません。だから変に焚きつけないでそっとしておいてください」

　こう言っておけば、あからさまにからかわれたりはしないだろう。祖父を牽制しておかなければならないなんて、なんだか情けないが仕方がない。

　涼花の朗読は相変わらず素晴らしくて、何度聞いても飽きることがない。感想を言い合うのもまた楽しい。

　源一郎は上機嫌で、涼花を夕食に誘う。

（おじいさま、ナイス）

　一颯は心の中でサムズアップした。

　夕食までの間、篠山家の愛犬・こつぶの散歩に行くことにした。涼花は犬が大好きなようで、白いもふもふのポメラニアンに目尻を下げっぱなしだった。

　二人で連れ立って、ドッグランを目指す。

　ドッグランには誰もいなかったので貸し切り状態だった。いつも遊んでいる場所なので、こつぶも大喜びで走り回る。

　二人でいろいろ話をしているうちに、あの日ホテルで涼花が悲痛な表情をしていた理由が分かった。

　端的に言えば、婚約者を妹に取られたのだという。しかも妹は妊娠していた。

　涼花は普段から、妹に搾取される立場だったらしい。彼女から離れるために、実家を出て一人暮らしをしているそうだ。

（そうか、だから……）

　興信所が涼花をなかなか見つけられなかった理由が、なんとなく分かった気がする。

　妹に自分の動向が伝わらないよう、なるべく他人に個人情報を話さないようにしていたのだ。

（そこまでして、妹から逃げようとしていたのか……）

　胸がきゅっと締めつけられるように切なくなった。

　この健気な子を守ってやりたい。

　涼花がはらはらと流す涙を見て、一颯は思う。

（俺なら、こんな風に泣かせたりしない）

　決意じみた心の呟きは、一颯の想いをくっきりと浮き上がらせた。

　初めて市庁舎で声を聞いた時から、気にはなっていた。

　ホテルのロビーで再会した時、躊躇うことなく彼女に片想いする男を演じた。

　泣き顔を見て、笑顔にしたいと思った。

　それは全部全部――

（――涼花さんが好きだからだ）

　今はっきりと、自分の気持ちを自覚した。

　分かってしまえば、あとはやることは一つだ。

　じっくりゆっくりと、涼花に近づく。

　未だに傷が癒えていない涼花に、ガンガンいくのは嫌だった。ひたすら優しく、心に栄養を与えてやりたかった。

　妹によって奪われ続けた自尊心を、どうにかして取り戻させてやりたい。

　信頼を勝ち取るありとあらゆる手段を講じた。

　まめに連絡を取り、裏のない態度で接する。

　涼花が自信を持てるよう、それでいて嘘くさくならないように褒め言葉を口にする。

「祖父が涼花さんに朗読してもらうようになってから、血圧が安定したって。かかりつけの先生も驚いていたよ」

　これは本当のことだ。モーツァルトのピアノソナタなどは『血圧を下げる音楽』と言われている。涼花の声には、これと同じ作用があるのかもしれないと、一颯は彼女に話した。

　君には唯一無二の力がある――何度もそう言い聞かせる。

「そうなんでしょうか……。自分でそう思ったことはないですが、もし本当にそんな力があるなら嬉しいです」

　花が綻ほころぶように笑った涼花は、とても可愛らしかった。

　そうして徐々に距離を縮めていき、涼花に自分を好きになってもらえばいいと思っていた。

　しかし――

「そういえば、私があまりにも涼花さんを褒めるのでな、正弥まさやが興味を持ち始めた」

　用事があって実家に帰った時、源一郎がそんなことを言い出した。涼花がフリーになっていたと分かった途端に、身内相手に彼女を売り込み始めたのだ。

「はい？」

「『おじいさまがそこまでべた褒めするくらいの女性なら、きっと間違いないじゃないですか。是非会ってみたいなぁ』と言っておったぞ」

　正弥とは、一颯の従弟だ。年齢も一颯とそう変わらない。

　決定的に違うのは、性格だ。正弥は人懐っこく、誰からも可愛がられる。女性にも分かりやすく好かれている。

　彼に言い寄られて靡なびかない女性など、ほとんどいないだろう。

（冗談じゃない！）

　最初に涼花を好きになったのは自分だ。大切にして、優しくして、傷を癒やそうと奔走して……少しずつ関係を育んできた。

　それを横からあっさりと奪われてたまるか。

「おじいさま……俺を煽あおっていますね」

「ははは、おまえがのんびりしているからな、尻を叩いてやったのよ。正弥が興味を持ったのは本当だから、早く涼花さんに告白でもなんでもして、自分のものにしてしまえ」

「そうさせてもらいますよ」

　その翌週、宣言どおりに涼花に想いを告げた。彼女ははにかんだ笑顔で受け入れてくれて、しかも離れがたいと思ってくれた。

　涼花との夜は、最高に甘くて信じられないくらい官能的だった。

　容姿も内面も声も……何もかもが楚々そそとしているのに、セックスの時はとても貪欲になる。

　そのギャップがたまらなくて、一晩中彼女を離せなかった。

　翌日、涼花のきれいな声が少しだけ色っぽく掠れていた。申し訳ないと思ったものの、その声音がまた一颯を昂ぶらせたことは誰にも内緒だ。

















第四章　不穏な影












　涼花が篠山邸で朗読をするようになって、二ヶ月ほどが経った。

　その間、何度か実家から連絡があった。

　万理華が流産したという。伸次も万理華も悲しんでいて、結婚式の準備は落ち着くまでは保留にしているらしい。

　流産に関しては本当に気の毒だとは思う。けれど、正直に言ってしまえば二人の話はあまり聞きたくない。結婚式の日取りが完全に決まったら連絡をしてと、母には伝えておいた。

　涼花の方は、交際は順調だ。

　一颯はとても優しいし、涼花のことを大切にしてくれている。

　朗読をする日は「俺も涼花の声を聞きたいから」と、一緒について来てくれる。

　すごく幸せだ。いつまでもこの幸せが続くといいのにと、涼花は願わずにいられなかった。

「涼花さん、たまには私と一緒にこつぶの散歩に行ってもらえんかね」

　源一郎がこつぶを抱っこしながら言った。

　この日、一颯は仕事が入って実家には来られないと、電話口で淋しそうに謝られた。

　でも明日には会えるはずなので、今日は我慢しようと、お互い励まし合った。

「はい、喜んでおともします」

　涼花は源一郎に許可を取り、玄関のクローゼットにある散歩バッグを取り出した。

　一颯とは何度も一緒に散歩をしているので、バッグやリードの収納場所は把握していた。

　ハーネスとリードを装着すれば、こつぶはすっかり散歩モード。源一郎の足をカリカリと引っ掻き、早く連れていってとせがむ。

「よしよし、もう行くからな」

　源一郎が玄関を出た後を、涼花はついていった。

「ドッグランに行かれます？」

「そうだな。……涼花さんともゆっくり話がしたいしな」

　含みのある笑みで、源一郎が言う。

　こつぶはルーティーンワークのように、ドッグランのある公園を目指す。その間、二人は他愛もない会話を交わしながら歩いた。

　ドッグランに着くと、いつものようにこつぶを放した。今日はミニチュア・ダックスフントを連れた女性が先にいた。

　先客の犬とこつぶは仲良く匂いを嗅ぎ合っている。

「こつぶは誰とも仲良くなれますね。あのダックスちゃんともケンカせずに遊んでますよ」

　微笑ましい光景に笑っていると、源一郎が茶目っ気たっぷりに涼花に言う。

「こつぶは男だからの。女性が好きなんだ。だから涼花さんにも懐いておる」

「なるほど……」

　ダックスフントの耳の上で揺れているのはピンクのリボン――今の時代、必ずしもピンク＝女子ではないが。

　念のため飼い主に尋ねてみれば、やはり女の子だった。

「前から思ってましたが、ドッグランって、利用規程が割と細かいですよね」

　扉の脇に『ドッグランご利用の方へ』と書かれた看板が掲げられている。そこには予防接種や各種手術など、必要な配慮を行った上で利用するよう、決まりごとがかなり細かく書かれていた。

「他の犬に迷惑をかけない、というのが大前提だからのう」

　話をしながら、こつぶに目が届くベンチに二人並んで腰を下ろし、はしゃぐポメラニアンを見ていると、源一郎が切り出した。

「ところで涼花さん、一颯とのつきあいは順調かな？」

　いきなり突っ込んだ質問をされ、涼花は言葉に詰まる。

「あ、と……あ、はい。一応、平和におつきあいさせていただいて……ます」

「そんなに緊張せんでもいい。私はな、こうなってくれて嬉しいんだ。涼花さんには是非とも一颯と結婚してほしいと思っておるんだからな」

　本当に嬉しそうな源一郎を見て、涼花はポッと顔を赤らめた。

「一颯さんのおじいさまにそうおっしゃっていただけると、嬉しいのですが、まだまだそんな段階ではないので……」

　もし本当に一颯と結婚できたら、嬉しく思う。でもまだ二人の関係は始まってそれほど経っていない。

　伸次のこともあるし、慎重にいきたい気持ちもある。

　時間はまだまだあるのだから、もっともっと一颯を知りたい。

「涼花さんは、一颯のことをどう思っておられるんだね？　正直な気持ちを私に聞かせてくれんか？」

　前のめりに座っている源一郎が、涼花の顔を覗き込んだ。その表情は、優しげだが真剣だ。

　涼花はわずかに気後れしたものの、慎重に言葉を紡ぎ出す。

「ひょっとして一颯さんからお聞きになっているかもしれませんが、私は何ヶ月か前に婚約破棄をしています。本当に傷ついて……でも一番しんどくなった時に一颯さんに助けられました」

「ほう……。確か、ホテルのロビーで再会した時だったかな」

「そうです。そのご縁で篠山さんのお宅での朗読をさせていただくことになって……源一郎さんと一颯さんのおかげで、私、今、精神的にすごく充実しているんです」

「そう言ってもらえると、私も嬉しいね」

「私……一颯さんが大好きです。だけど、本当に私でいいのかな、って思うこともあります。私のような普通の女が、一颯さんみたいな完璧な男性ひととつり合うのかな、って」

　万理華との問題とはまた別に、こういう不安は常につきまとっている。一颯がいつも愛情を示してくれるので普段は隠れているけれど、ふとした時に顔を覗かせる。それでも。

「――いつも一颯さんが私を好きだと言ってくれるので、信じていられるんです」

　一颯の笑顔を思い出すだけで、心がじんわりと温かくなる。

「なるほど……あなたの目からは、あやつが完璧に見えるんですな。まぁ心配しなくとも、一颯はあなたにメロメロだ。これからも孫のことをよろしく頼みます」

　源一郎がニシシと笑うと、いつの間にかこつぶが足下で座ってこちらを見上げていた。
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　次の朗読の日、たまには場所を変えてみようと言われ、外に出ることにした。

　桜浜駅近くの商業ビルの上層階に、オーシャンビューのレストランがある。その個室を予約してくれた。

　待ち合わせは桜浜駅。南口を出て駅前広場へ向かうと、噴水の前に一颯と源一郎がいた。

「あ、いた……、って、え……？」

　刹那、涼花の顔から血の気が引いた。

　二人は揃って一人の女性と談笑していた。その相手は――

（万理華……？）

　紛うことなき、妹だった。

　万理華は源一郎と一颯に、笑顔で話しかけていた。そして一颯たちも上機嫌で応対していたのだ。

「どうして……」

　涼花は茫然として呟いた。心臓がバクバクし始める。

（また私の世界に入ってくるの……？）

　大きな不安が圧となって、足がすくんでそばに行けない。

　両腕がふつふつと総毛立つ。

　万理華は華やかなルックスだが、黙っていれば清楚にも見える。そして他人の警戒心を解くのが異様に上手いし、人の心をあっという間に掴んでしまう。男性ならなおさらだ。

　そうやっていつも、好きな人や彼氏を奪われてきた。

　一颯と万理華が並んで立つ姿は、うっとりするほど絵になっている。それこそ、自分なんか近づくことも叶わないほど。

（どうしよう……）

　話しかけるなんてできっこない。

　一体何を話しているんだろう。何より、彼らは今話している女性が涼花の妹だと分かっているのだろうか。

　そして万理華は、彼らが待ち合わせをしているのが涼花だと知っているのだろうか。

　ごちゃごちゃと考えすぎて、どうしたらいいのか分からない。

　しばらくの間、三人が話に花を咲かせているのを眺めていると、万理華がようやくその場を離れていった。笑顔で二人に手を振っている姿が、我が妹ながら愛らしい。

　万理華の姿が見えなくなってから、涼花はやっと足を動かすことができた。

「……お待たせしました」

「涼花」

　一颯の顔がぱぁっと明るくなったのを見て、ホッとする。

「おはよう、涼花さん」

「おはようございます、源一郎さん」

「涼花、今ちょうど、君の妹さんに会ったんだ」

「あー……うん。見てた。何か言ってた？　万理華」

「いや、突然声をかけられてびっくりしたけど、前にホテルのロビーで声をかけた時、俺の顔を覚えてたみたいで」

「そう……」

　やっぱり万理華は一颯を一颯だと知っていて声をかけたのだ。一気に不安が大きくなる。

「『姉がお世話になっております』って挨拶されて、軽く自己紹介して終わったよ。……でしょう？　おじいさま」

「そうだな。涼花さんとはまた違う趣の別嬪さんだったの。……声は涼花さんの方が五馬身差できれいだがな」

　最後の一言を小声で囁くと、源一郎はニッと笑う。

「――祖父は馬主なんだ。すぐ何馬身差が～とか言い出す」

　一颯が横からぼそりと吹き込んだ。涼花はクスクスと笑った。

「そうなのね」

「さて、気を取り直して、行こうか」

　一颯が涼花の手を握って歩き出した。






　海を見ながらの食事と朗読は、涼花にとっても気分転換になった。食事も美味しかったし、源一郎も喜んでくれた。

　本当に、心の底から楽しめたのだ――万理華のことさえなかったら。

　家に帰っても、万理華のことが気になって仕方なかった。駅で見かけた限りでは、流産のことから少しは立ち直ろうとしているのだと見受けられた。

　伸次との結婚はどうなっているのだろう。一颯とつきあい始めてから気にしたこともなかったのに、ここへ来て心配になってきた。

（まさか破談とか……ないよね）

　妊娠してまで私から奪ったのだ。せめて添い遂げてほしいと思うのが、自然な感情だろう。

　心臓が嫌な感じでドキドキして、鎮めるのが大変だった。
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　翌週末、一颯のマンションに誘われて泊まりにいった。

　夕方、最寄り駅まで一颯が迎えにきてくれて、途中、食事の材料を買い込む。一颯の希望でパエリアを作ることにしたのだ。

　ショッピングバッグを分担して持って、部屋に向かう。

「そういえば、パエリア、作ったことはあるのか？」

　キッチンで材料を取り出しながら、一颯が尋ねてきた。

「え、今さら聞くの？」

　涼花が目を見張ると、一颯が気まずげに返す。

「何も考えずに食べたいものを言ってしまったけど、無理しなくていいから」

「大丈夫。実家にいる時は何度か作ったの。一人暮らしをしてからはご無沙汰だけど」

　一人分のパエリアを作るのはかえって大変なので、家を出てからは作ったことはなかった。

　大原家は共働きなので、涼花が夕食を作ることも多かった。万理華も時々は手伝ってくれたものの「友達と夕飯食べてくるから」だの「部活で疲れてるから」だのと、ほとんどしたことがなかった。

　だから、結婚しても食事を作ることができるのだろうかと疑問に思ったものの、伸次の家ならきっと家政婦を雇う余裕があるはず。余計な心配だろうと、考えないようにしている。

「そうか、ならいいんだ。楽しみにしてる。もちろん手伝うよ。俺は何をすればいい？」

　心配そうにしていた一颯だが、涼花の言葉を聞いて目を輝かせた。どうやらパエリアが好きらしい。

「じゃあ、パプリカ切れる？　縦半分に切って、ヘタと種を取り除いて、縦に細切りにしてくれればいいんだけど」

「分かった。海老は剥かなくていい？」

「海老は殻ごとの方が出汁が出るから、背わただけ取るね」

「へぇ……そうなのか。楽しみだ」

　一颯は包丁でパプリカを細く切っている。手つきはぎこちなくはないので、それなりに料理をしているのかもしれない。

　涼花は玉ねぎを刻んだり、海老の背わたを取り除いたり、イカをさばいたりして、パエリアの材料を仕込んでいく。

　それから小一時間ほどで、パエリアはふっくらと炊き上がった。フライパンの蓋を開ければ、シーフードの美味しそうな匂いが立ち上る。

「これは美味そうだ」

　一颯がご機嫌で覗き込んできた。

「冷めない内にいただきましょ」

　炊いている間に準備しておいたサラダを小さなサラダボウル二つに分け、パエリアはフライパンごとテーブルまで持っていく。

　麻紐で編まれた鍋敷きの上にフライパンを置くと、一颯が小皿に取り分けてくれた。

「いただきます」

　二人は手を合わせ、食事を開始した。

「うん、美味いな！　米にしっかり味が染みてる。魚介から出た出汁がいい」

「ん、美味しくできた。一颯さんの口にも合ってよかった」

　目を輝かせてパエリアを口に運ぶ一颯を見て、涼花はホッとする。

「料理もできるなんて、反則すぎるな、涼花は」

「え？」

「可愛くて声もきれいで、優しくて、それに料理も上手い。どれだけ俺を夢中にすれば気が済む？」

　スプーンで掬すくったパエリアをうっとりと見つめ、一颯がとろけた声音で紡ぐ。

「もう……そんなに褒められると恥ずかしいから、一颯さん」

「あぁ、ついうっかり本音が漏れた」

　二人はクスクスと笑みを漏らした。

　それからは他愛もない話をしながら食事を終えて。リビングに移動して食後のコーヒーを飲んでいると、一颯が思い出したように切り出した。

「――そういえば昨日、会社から駅に向かう途中で、妹さんに会ったよ」

「え……万理華に？」

「出張の帰りだとか言っていたな」

　一颯は篠山リゾートの本社に所属していて、勤務地は東京副都心だ。一方万理華の会社は同じ東京ではあるものの、都下にある。

　会社の場所もだが、万理華自身は受付嬢なので、出張などないはずだ。

　それなのに、一颯と遭遇するなんて……。

「万理華……何か言ってた？」

「あー……いや、別に何も言ってなかったよ。挨拶しただけ」

　そう言う一颯の顔は、どことなく気まずげだった。

　言いようのない不安がまたぶわりと湧いてくる。

「……」

　心に溜まっていく澱を一颯に向かって吐き出すわけにもいかず、息を呑んで押し黙る。

　怯えたように目線を泳がせる涼花の頭を、一颯は優しく撫でる。

「心配しなくていい。俺は涼花が好きなんだから。……それは絶対に揺るがない。信じろ」

　彼の瞳には、迷いも躊躇いも一切映っていない。それだけ本気で涼花を想ってくれているのが分かる。

「……うん」

「君は俺に愛されてると、こう、ふんぞり返っていればいいんだ」

「こう？」

　一颯が胸を反らせたので、涼花も笑ってそれを真似したのだった。
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　土曜日、一颯には用事ができたらしく、涼花は一日暇になった。

　せっかく時間ができたのだからと、部屋の掃除に時間を費やすことにする。玄関、浴室、トイレ、キッチンなど、すべてきれいに拭き上げた。

　ワンルームなので部屋の掃除は比較的楽だ。キャビネットの埃を拭き、ベッドのシーツを交換し、掃除機をかけた。

「うん、だいぶきれいになったなー」

　部屋を見渡して満足して。ペットボトルのお茶を飲む。

　実は一颯をこの部屋に招待したことはまだない。過ごすのは大体彼の部屋だ。ホテルに泊まったりもする。

　会えば最後には抱かれることになる。この部屋では防音が心許ないので、心情的に避けてしまうのだ。

（だって……一颯さんとのエッチ、気持ちよすぎる）

　思い出してかぁっと頬が赤らんでしまう。

　いつも優しく丁寧に触れてくれるし、身も心もとろとろにとろけてしまうほど快感に溺れさせてくれる。

　だからついつい、彼を求めてしまうし、甘い声を高らかに上げてしまうのだ。

　伸次とつきあっている時も、決して雑に扱われていたわけではないけれど、一颯との睦み合いは涼花を別次元へ連れていってくれる。

　それ以外の時間も、一颯は大抵涼花のどこかに触れている。手だったり、腰だったり、髪だったり。

『涼花と一緒にいる時はなるべく離れていたくないから』

　と、彼は言う。

　いつも気を使ってくれて、いつも好きだと伝えてくれる。

　安心させてくれるし、本当に大切にされているなぁと思う。

　一颯のおかげで、涼花の人生の景色は色鮮やかになった。毎日輝いて見える。

　だから自分も、彼の隣に立っても恥ずかしくない女性になろうと決めた。

「今日会えない分、明日いっぱいいちゃいちゃしよう」

　頬が緩みっぱなしだが、誰もいないのでそのままにやけていると、部屋のチャイムが鳴った。

「はーい」

　壁に取りつけられたモニターを確認すれば、そこにいたのは万理華だった。

（……っ、万理華？　どうしてここが……）

　両親には、マンションの住所を万理華には教えないでほしいと言ってあった。とにかく離れていたかったから。

　しかし尋ねてこられれば、無視するわけにはいかない。

「……はい」

　小声で応答すれば、万理華のやたら弾んだ声が聞こえてきた。

『お姉ちゃん？　開けて～』

「何か用？」

『用がなきゃ来ちゃいけないの？』

　無邪気な声に、少しイライラしてしまう。

「用事がないのなら帰ってくれる？　私も忙しいの」

『いいから！　とにかくお姉ちゃん、開けてよ』

　仕方がないのでそっとドアを開けると、万理華はずいっと玄関に入ってきた。

「部屋に入れるつもりはないから、話があるならここで」

　入れたら入れたで、涼花が買ったものを物色し「これ欲しいな～」「あれちょうだい？」などと言い出すに決まっているのだ。

　そんなことはもうさせないと、心に決めた。万理華に取られるのは、伸次で最後だ。

「もう、お姉ちゃん意地悪だなぁ。……まぁいっか。じゃあ単刀直入に言っちゃお。……あのねお姉ちゃん、一颯さん、ちょうだい？」

「……っ」

　心の奥底で、ほんのわずかに感じていた嫌な予感――それが的中してしまった。

　まさかという気持ちと、やっぱりという落胆。

「……万理華は、伸次さんと婚約しているのよね？」

「うん、でも婚約破棄したい、って伸次さんには言ったよ？」

「ごめん、ちょっと分からないんだけど、どうして伸次さんと婚約破棄するの？　流産したことで何か言われたの？」

　我が妹ながら、万理華の思考回路は理解不可能だ。

「流産なんてしてないよ？　中絶したの」

「……はい？」

　聞き捨てならない単語が、涼花の鼓膜に届いた気がした。

「もともと妊娠したのは、伸次さんをお姉ちゃんからもらうためだったんだもん。もらっちゃったらもう子供なんて邪魔なだけだし。だから堕ろしたの」

「……っ」

（ダメ……もう私の頭では処理できない……）

　万理華の話を聞いているうちに、こっちの気分が悪くなってきた。

　涼花は手で口元を押さえる。

「――お母さんからは、万理華は流産したって聞いてるのよ？　それは嘘だったの？」

「伸次さんたちには流産した、ってことになってるの」

　万理華が言うには、伸次とはすでに一緒に暮らしていて、彼が学会で留守にしている間に、産婦人科で中絶手術を受けたそうだ。

　医師の守秘義務を逆手に取り、中絶した情報を伸次や両親には入れないようにしていたらしい。

「どうしてそんなことしたの？　せっかく授かった子なのに……」

　しんどい。

　妹のしたことの重大さが、心にのしかかってきた。

　他人事なのにしんどい。

（ううん、他人事なんかじゃない……！）

　さっき、万理華はなんて言った？

『一颯さん、ちょうだい？』

（まさか、万理華……）

「ねぇ……もしかして万理華、一颯さんのために中絶したとか、言わないわよね？」

　頭に浮かんだ嫌な状況を、恐る恐る口にする。

　万理華は、てへ、と舌を出した。この場では違和感しかない仕草だ。

「あは、やっぱりバレちゃうか。……だって、伸次さんよりもいい人に出逢っちゃったんだから、しょうがないでしょ？」

　いい人、というのは、当然一颯のことだろう。涼花にもそれは分かる。

「一颯さんは、私とつきあってるんだよ？」

　無駄だとは思うが、一応念を押してみる。

「だからこうしてお姉ちゃんにちょうだい、って言いに来たの。……ダメじゃない、お姉ちゃんごときが私よりもいい男ひと捕まえたりしちゃ」

　万理華は完璧な笑顔を見せている。いつも男性を魅了する可憐な笑みだ。

　けれど、その瞳は笑っていない。どこか狂気を秘めた、淀んだ眼差しだ。

「万理華……あなた大丈夫？」

「一颯さん、篠山リゾートの御曹司なのよね。彼に比べたら伸次さんなんて霞んじゃう。……あ、そうだ。交換すればいいのよ。元々伸次さんはお姉ちゃんの婚約者だったんだし、元に戻るだけじゃない。お姉ちゃんには伸次さん、私には一颯さん。これで丸く収まっちゃう。私、頭いい！」

　そうなることですべてが上手くいくと、万理華は本気で思っているようだ。

「万理華。私は伸次さんとよりを戻すつもりはないし、一颯さんをあなたに渡す気もないの。諦めなさい」

　ずっとずっと、万理華にはなんでも譲ってきた。

　自分に自信がなくて、言われるがままになっていた。

　でも涼花は変わった。変わろうと思った。

　自分の中にも、譲れないものは確実にある。

　それが一颯だ。

　涼花が変わるきっかけをくれたひと。

　朗読を通じて、自信を持ってもいいのだと気づかせてくれたひと。

　絶対に絶対に、彼だけは、万理華に譲りたくない。

　その意思をはっきりと告げると、万理華は心底分からない、といった表情をした。

「えー……お姉ちゃん、私に勝てると思ってるの？　一颯さん、私のこと好きになっちゃってるよ？　私と一緒にいる時、すごく嬉しそうな表情かおしてるし、すごく優しいんだよ？　私に陥落おちるのも時間の問題。無駄な抵抗はやめて、素直に私に譲った方がいいと思うの。だって、私の方が可愛いし、一颯さんに相応しいんだから」

　自分が選ばれると疑いもしない声音に、涼花の心はズキズキと痛みを増した。

　けれど負けたくない。

　一颯本人から引導を渡されるならともかく、万理華の言葉にはもう打ちのめされたりしないと気を引き締める。

　一颯の愛情でできた鎧を、心にまとっているから大丈夫だ。

「どうして自分の方が相応しいって言えるの？　はっきり言って万理華、あなたおかしいよ。自分の意思で授かったはずの赤ちゃんをあっさりと手放すなんて、普通じゃない。一度カウンセリングとか心療内科とか通うべきよ？　とにかく、私は一颯さんとは別れない。あの人のことが好きだから、絶対に万理華には渡したくない」

　涼花は万理華の目をじっと見つめた。以前の涼花なら、こういう時の万理華とはまともに目を合わせられなかった。

　でもこれからは、絶対に逸らしたりしない。

　すると万理華はカッと顔を上気させた。

「はぁ!?　何言ってるの？　お姉ちゃんのくせに！　いいからとっとと別れなさいよ！」

　声を荒らげた万理華が手を上げた。爪にはネイルが完璧に施されているのが見える。

「っ」

　涼花は腕で顔をガードした。その刹那――

「万理華！　あなた、赤ちゃんを堕ろしたって本当だったの!?」

　高い声が二人の動きを止める。

　見ると、玄関のドアノブを握ったままの母・直美が、真っ青な顔で三和土たたきに半分だけ足を踏み入れた状態で立っていた。
















第五章　暗躍












　初めからどこか違和感を覚えていた。

　ホテルのロビーで涼花を助けた時のことだ。去り際に見た彼女の妹の形相が、尋常ではない雰囲気を帯びていた。

　嫉妬に駆られるでもなく、怒りで憤慨するでもない。地の底を這う気のように冷たく、地獄でぐらぐらと煮え滾る溶岩のように禍々しい、異様なオーラが見えた気がしたのだ。

　一瞬のことだったので、その時はそんなに気にも留めずにいた。しかし嫌でも思い出さざるを得ない出来事が起こった。

　いつもの朗読を、たまには違う場所でやろうと源一郎が言い出した。

　懇意にしているレストランの個室を予約し、窓から見える海と港の景色を楽しみながら涼花に朗読をしてもらうことに。

　桜浜駅南口を出た広場で待ち合わせをし、源一郎と一緒に涼花を待っていた。

「あの……篠山さん、ですよね？」

　後ろから声をかけられて振り返ると、見覚えのある女性がいた。

（どこかで見たような……）

　思い出せずに首を傾げると、彼女はすぐに笑顔で名乗った。

「私、大原涼花の妹の万理華です」

（あぁ、そうか。あの時の……）

　一瞬だけ見た例の顔を思い出して、思わず身構えた。

「あぁ、涼花さんの妹さんでしたか」

「いつも姉がお世話になっております。……篠山さんのおじいさまですか？」

　今度は源一郎に対し、にこっと笑いかける。

「こんにちは。涼花さんにはこちらが世話になっていましてね」

「わぁ、そうなんですね。篠山さんはこんな素敵なおじいさまがいらっしゃって羨ましいです」

　花が綻ぶような笑顔、というのはこのことを言うのだろう。

　ふわりとした甘い愛想を惜しみなく振りまく万理華を、どこか冷静に観察してしまう自分がいる。

　しかし相手は涼花の妹だ。丁重に相手をする必要がある。

（涼花に嫌われたくないし）

　その一心で、自分の中にある愛想という愛想を引っ張り出した。

　それから通り一遍の雑談をし、万理華は去っていった。

　入れ替わりに涼花が現れてホッとしたものの、彼女は妹がいたのを知っていて、どこか不安げな顔をしていたので、一颯ができるすべてでそれを取り除いたのだった。

　次に万理華と会ったのは、その次の金曜日だ。

　終業後、会社から駅に向かっている時に名前を呼ばれた。

「一颯さん！」

　見ると、通勤服にしては華やかなファッションで、万理華がにこにこしながら駆け寄ってきた。

（一颯さん……？）

　名前を呼ばれる間柄でもなんでもないのにと、少々不愉快になった。

　涼花ですら、こちらが何度も言わないと名前呼びが定着しなかったというのに。

　それを異様だとはまったく思っていなさそうな万理華は、ふわふわと可愛らしい仕草で、一颯に挨拶をしてきた。

「わぁ、偶然ですね！　まさかこんなところで一颯さんに会えるなんて。運命かも」

　言葉を弾ませて喜ぶ万理華とは反比例するように、一颯の心中は冷えていく。

　――本当に偶然なのだろうか。

「えっと、万理華さん……でしたっけ。職場はこの辺なんですか？」

「違うんです。出張でここに来て、帰ろうとしたら一颯さんをお見かけして……嬉しくなって声をかけちゃいました」

「そうなんですね。涼花さんからは、万理華さんのお話をあまり伺ったことがなかったんで」

「お姉ちゃん……私のことはあまり好きじゃないみたいなので……。私はもっと仲良くしたいんですけど。お姉ちゃん、きっと私のこと、悪く言ってますよね……？」

　分かりやすく落ち込んでみせる万理華に、一颯はため息をつきたくなるのを堪えた。

（涼花の妹、涼花の妹、涼花の妹だから……）

　それを繰り返し、一颯は笑顔を見せる。

「涼花さんは、あなたの悪口は一度も言ったことはないですよ」

　離れたい、もう妹の呪縛には囚われたくないとは言っていたが、万理華自身を悪あし様ざまに罵っていたことなどなかった。

　だからこそ、一颯もあからさまに万理華を無下に扱ったりできない。

「それはきっと、一颯さんの前だからです。私の前では……って、あ、なんでもないです」

　大仰に眉尻を下げて、あたふたと胸の前で手を振る万理華。

　彼女的にはここで「あなたの前でどうしたんですか？　何かあったんですか？」と食いつくのが正解なのだろう。しかし一颯は完全にスルーする。

「それでは、これから人と会う約束をしていますので、失礼しますね」

　万理華の脇をすり抜けようとした瞬間、腕を掴まれた。

「待ってください！　一颯さん、お姉ちゃんにいいように使われてませんか……？　お姉ちゃん、昔から男の人に冷たくて……。私でよければ、相談に乗りますから」

　にこっと優しげに笑み、万理華は含みのある手つきで一颯の腕をさすった。

　彼女と別れた後、一颯はため息をついた。

（なんというか……分かりづらそうで分かりやすい悪女タイプだ）

　印象だけを言えば、確かに涼花よりも華やかで目を引くタイプ。男の庇護欲を掻き立て、溺れさせる術を心得ているようだ。

　自分は涼花一筋なので一ミリも心が動くことはないが、これにふらっとする男も少なからずいるだろう。

（これは……動いた方がいいな）

　今のエンカウントは偶然なんかではないと確信した。万理華は一颯の身辺を調べて、ここで待ち伏せしていたに違いない。探偵もかくや、な調査能力だ。

　おそらく涼花は、この手でずっと煮え湯を飲まされてきたのだろう。同情を禁じ得ない。

　ここまでいろんな意味で拗こじれていると、涼花本人が訴えたところで事態は改善しない。ある程度第三者が入る必要がある。

　一颯はスマートフォンを取り出し、一本の電話をかけた。

「――すみません、ちょっと調べてほしいことがあります」
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「え……万理華が？」

　大原姉妹の母・直美が驚きの声を上げた。

「えぇ、彼女はおそらく今の婚約者……鍋島伸次さんと別れるつもりだと思われます」

「どういうことでしょう……？」

　父・信晴が眉根を寄せる。

　一颯は知人の興信所に依頼し、涼花の実家と連絡先を調べた。涼花本人に聞くのが早いと分かってはいたが、彼女には余計な心労をかけたくなかったのだ。

　入手した連絡先にコンタクトし、話がしたいと申し出る。

　ホテルのロビーで会った涼花の恋人だと名乗れば、喜んで時間を作ってくれた。

「ご家族間の問題に、こうして他人が嘴くちばしを挟むのは無礼だと重々承知しております。でも、涼花さんは私にとっても大切な女性で、いずれは家族になるつもりでいます。ですから、これから私が話すことを、怒らずに聞いていただきたいんです」

　涼花のマンション近くのカフェで大原夫妻と向かい合わせに座った後、一颯はこう切り出した。

　そして、涼花が今までずっと万理華から搾取され続けてきたこと、涼花はそれにずっと耐えてきたこと、万理華から離れたいがために家を出て一人暮らしを始めたことなど、一颯が知る限りの問題をほぼすべて話した。

　夫妻は茫然としつつも、一颯の言葉に半信半疑な様子だった。

「失礼ですが、万理華はそんな娘ではないです。多少ワガママな面はあるのは分かりますが、それでも……」

　信晴が苦々しい表情で一颯を見る。その目はやはり「赤の他人が何を分かったような口を聞いているのだ」と言っている。自分たちが知らないのに、他人が気づくはずない、と。

　こういう反応が返ってくるのは想定内だった。血を分けた娘のことだ、かばいたくなる気持ちはよく分かる。しかし一颯はすかさず二の矢を放った。

「では、ご両親はご存じでしたか？　……鍋島伸次さんが、本当は涼花さんの婚約者だったということを」

「え……」

　刹那、夫妻の表情から色が抜けた。

　一颯は、涼花と伸次の出逢いの経緯などを説明する。

「涼花さんと鍋島さんは、一年半もつきあっていて、口約束ではありますが、婚約をしていたんですよ。それなのに万理華さんが横から鍋島さんを奪ったんです。いわゆる奪略婚です」

「そんなこと、涼花は一言も……」

　直美の声は震えていた。未だに信じられない思いなのだろう。

「涼花さんは、妊娠している万理華さんとあなた方のことを気遣い、我慢していたんですよ。自分が耐えさえすればすべてが丸く収まると、涙を呑んで鍋島さんを諦めたんです」

「そんな……」

「そして万理華さんは、今度は涼花さんから私を奪おうとしています」

　先日会社の近くで出くわした時に確信した。万理華はあからさまに一颯に媚を売っていたし、涼花を貶めるような発言をしていた。意味ありげに身体に触れてきたのもアピールの一つだろう。

　これで言い寄られていないと思う方が無理だ。

「まさか……だから伸次くんとの婚約を破棄すると……？」

　信晴が額に手を当てて頭を振る。

「本当は、部外者が口出しせず、涼花さんと万理華さんの間で解決できれば一番いい。でも正直言ってその段階はとっくに過ぎてしまっています。今の万理華さんは正常な判断力を持っていない。姉の優しさが妹を増長させてしまい、もはや涼花さんからは何を言っても響かない。だから私は、自分の手で守りたいんです……この世で一番大切な女性を」

　一颯は居住まいを正すと、大原夫妻をじっと見据えた。

「篠山さん……」

　その時、一颯のスマートフォンの着信音が鳴った。「失礼」とひとこと告げて受ける。興信所の担当者からの電話だ。報告を聞きながらうなずいて、通話を終了した。

　そしてスマートフォンをポケットにしまいながら、大原夫妻に告げた。

「万理華さんが、涼花さんの自宅マンションに現れたそうです。向かいましょう」

（念のため、涼花の部屋の近くで待機していてよかった……）

　一颯が真実を話せば、涼花の両親はきっと娘と話をしたいと言い出すだろうと踏んでいた。だから彼女の自宅近くのカフェで話をする手はずを整えた。これが奏功したようだ。

　一颯と夫妻は、ものの十分もかからずにマンションへ到着する。

　涼花の部屋は三階だ。エレベーターで上に向かい、降りて左に進んだ。奥の扉が半分近く開いており、誰かがいるのが見えた。

「――万理華。私は伸次さんとよりを戻すつもりはないし、一颯さんをあなたに渡す気もないの。諦めなさい」

　部屋の中から、きっぱりとした声音が漏れ聞こえてくる。涼花の声だ。

（涼花……）

　涼花が自分を必要としてくれているのが、言葉から伝わってきて嬉しくなる。

「えー……お姉ちゃん、私に勝てると思ってるの？　一颯さん、私のこと好きになっちゃってるよ？　私と一緒にいる時、すごく嬉しそうな表情かおしてるし、すごく優しいんだよ？　私に陥落おちるのも時間の問題。無駄な抵抗はやめて、素直に私に譲った方がいいと思うの。だって、私の方が可愛いし、一颯さんに相応しいんだから」

　ドアから覗く半身はどうやら万理華らしい。口調からは、明らかに涼花を侮蔑していることが分かる。

　それを一緒に聞いている彼女たちの両親は、見ているのが可哀想になるほど顔色が悪い。こんな悪女めいた万理華を見るのは、初めてだったようだ。

「どうして自分の方が相応しいって言えるの？　はっきり言って万理華、あなたおかしいよ。自分の意思で授かったはずの赤ちゃんをあっさりと手放すなんて、普通じゃない。一度カウンセリングとか心療内科とか通うべきよ？　とにかく、私は一颯さんとは別れない。あの人のことが好きだから、絶対に万理華には渡したくない」

　涼花が自分を鼓舞して妹に言い返している。一颯を取られまいと、感情を奮い立たせてくれている。

　場違いだとは分かっていても、ひどく嬉しくて、幸せだ。

「はぁ!?　何言ってるの？　お姉ちゃんのくせに！　いいからとっとと別れなさいよ！」

　万理華が涼花に手を上げた瞬間、これまでずっと立ち尽くしていた直美が動いた。

「万理華！　あなた、赤ちゃんを堕ろしたって本当だったの!?」
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　突然現れた両親に、涼花は驚きを隠せない。

「お母さん……」

　その後ろには、父・信晴がいて、同じく顔色をなくしていた。そしてさらにその横には――

「え、一颯さん？」

　涼花は目を見開いた。

（どうして一颯さんがお父さんたちと……？）

「なんでここにいるの？　お母さん」

　万理華も不思議そうに首を傾げている。

「篠山さんから、いろいろ話を聞いて、涼花に謝ろうと思ってきたのよ」

　直美が今にも泣きそうな顔で言った。

　大人五人が玄関先で団子状態になっている。涼花はあたふたして室内を指差した。

「と、とにかく、みんな中に入って」

　何がなんだかわけが分からないまま、涼花はお茶を淹れる。

（どうしちゃったの……？）

　傍らには一颯が来て「手伝うよ」と言って、淹れたお茶を運んでくれた。

「お父さんたち、本当にどうしたの？」

　両親は二人並んでベッドに腰掛けている。ソファには万理華が座っていて、その隣に涼花が腰を下ろす。そして彼女のそばに一颯が正座をした。

「――涼花、今まで万理華から酷い扱いを受け続けてきたというのは、本当か？」

　突然の問い。涼花は弾かれたように一颯を見つめる。彼はこくん、とうなずいた。彼が両親に説明してくれたのだろう。

　涼花は一瞬だけ万理華を見て、それからうなずいた。

「……うん、それは本当。今までおもちゃもお菓子もアクセサリーも……それから彼氏も。万理華は私の大切なものを、ことごとく奪っていったのよ。そして今回も、一颯さんをくれと私に言ってきた」

　娘の答えを聞き、信晴は大きくため息をついた。

「――万理華、おまえは何故そんなことを……」

「奪ってなんかない。……もらったのよ。だって、私より劣るお姉ちゃんが私よりいいものを持つなんて生意気じゃない。一颯さんも、お姉ちゃんにはもったいないし。だから私がもらってあげるの」

　万理華はそうするのが当然と言わんばかりの態度で言い放つ。罪悪感なんて見当たらない。

「万理華……あなた何を言っているの？」

　どうやら直美も自分の娘の発言が理解できないようだ。おそらく理解できる人間はこの場にはいないだろう。

　万理華を除く全員が、無言でかぶりを振った。

「万理華さん、少しいいですか」

　一颯が凪いだ水面のように穏やかな声音で、万理華に話しかける。万理華はこの期に及んでも彼を手に入れようとしているのか、目をキラキラと輝かせて弾んだ声を上げる。

「何？　一颯さん」

「あなたは、一体何をもって涼花があなたに劣ると言っているんだ？」

「は？」

　想定外の質問が来たとばかりに、万理華が眉根を寄せる。一颯はそれを意に介さず、二の句を継ぐ。

「私からすれば、涼花はとてもきれいで愛らしくて、しかも声まで素晴らしく美しい。気持ちも優しくて、思いやりがある。人にあまり近づかないうちの犬がすぐに懐いたくらいだ。……さて、彼女のどこがあなたに劣っているのだろう？」

　心底疑問に思っているといった表情で、一颯が尋ねる。

「どこって……すでに顔が違うし？　見れば分かるでしょ？」

「それはタイプが違うだけで、どちらが上か下か、という問題ではないと思いますが」

「一颯さん、どこに目がついてるの？　普通に考えて、お姉ちゃんよりも私の方が可愛いに決まってるし」

　万理華が眉をひそめて、憤りの混じった息を吐く。

「だからあなたのその認識が独りよがりだと言うんだ。万理華さん、あなたは確かに美人だと思う。多くの男があなたに惹かれるのも分かる。だけど私にとっては、涼花が世界一きれいだし、あなたとどちらを選ぶかと言われたら、迷わず涼花を選ぶ。あなたに靡く可能性は一ミリもないことだけは、覚えておいてほしい」

「何それ、意味分かんない！」

　一颯の言葉を聞いて、万理華が憤慨する。

「そもそも優劣をつけること自体、無意味なんですよ。人には好みというものがありますから。もちろん、万理華さんの方が好みだという男もいれば、涼花の方が好みだという男もいる。どちらも好みではないというやつもいるでしょう。私の場合、涼花が好みだったというだけです」

　あくまでもニュートラルな口調で一颯が言い聞かせるものの、万理華は癇癪を起こしたままだ。立ち上がり、涼花をキッと睨めつける。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃんのせいだからね！　早く私に一颯さんを譲るって言いなさいよ！　じゃないとこの部屋、めちゃくちゃにしてやるか――」

「いい加減にしなさい！　万理華!!」

　キャビネットの上に飾ってあるガラスの置物を掴もうとした万理華を、鋭い声が一喝する。信晴が万理華の腕を掴んでいた。

「お父さん……？」

　初めて聞く、父親の怒鳴り声だった。

「今までそうやって涼花にわがままを押し通してきたのか？　自分を中心に地球が回っているとでも思っているのか！　小学生ならまだしも、もう二十歳を過ぎたいい大人なんだ。もっと他人を思いやる気持ちを持ったらどうなんだ！」

「万理華あなた、いつまで涼花の存在に囚われて生きていくつもりなの？　いずれ涼花が結婚でもして子供が生まれても、また『ちょうだい』って言うの？　そんな人生を送りたいの？　万理華自身の人生はどこへ行ってしまったの？」

　両親はそれぞれの思いを万理華に訴えている。父は大人の行動規範について、母は彼女の人生について。

　二人は懸命に万理華を説き伏せようとする。そうして数分が経った時――

「な、なによ！　二人揃って私のこと責めるのね？　私が悪いの？　だって、いつもお姉ちゃんばっかりいい思いしてるからずるいんだもん！　高校も大学もいいとこ出て、就職だってそうだし、医者と婚約するし！　だからもらってやったのに、そしたら今度は大企業の御曹司とつきあうし！　ほんとずるい！」

　子供のようにだだを捏ねる万理華に、涼花は冷静な言葉を投げかける。

「万理華。私がそれなりの高校と大学を出ているのは、努力したからよ。……私から何でも奪いたがる万理華と一緒に暮らしたくなくて、家を早く出るために勉強したの。万理華は私をずるいって言うけど、私はずっと万理華をずるいと思っていたのよ？　何も努力しないくせに、みんなから愛されてモテて！」

「……っ」

「――って、人から言われたらどう思う？」

　万理華だって、見た目をぴかぴかに磨いて、愛されるための仕草や行動、ファッションを研究して、最大限に自分の魅力を引き出す努力はしてきたはずだ。それを何もせずにモテて……などと言われたら怒りたくもなるだろう。

　それを分かってもらいたかった。

「――一颯さんのことも、初めは私なんか選ばれるはずないと思ってた。けど一颯さんはこんな私でもいいって言ってくれた。自信を持たせてくれた。だから私は、万理華に対してこういう風にものを言えるようになったの。私はそんな一颯さんが大好きで……この人だけは誰にも絶対に譲れないと思った。だからごめん、万理華」

　涼花は言葉一つ一つに自分の想いを丁寧に織り込んだ。万理華には自分自身のために、本当に愛する人を選んでほしいから。

　万理華はふてくされたように黙り込んだ。

　五人の大人が重い沈黙に浸り、どれくらい経っただろうか。

　一瞬、ふっと空気が軽くなったと思うと、万理華がぽつりと呟いて静寂を切った。

「……お姉ちゃんは、私のことなんて全然気にしてないと思ってた」

　万理華の荒い熱が急速に冷えていくのを、涼花は感じた。今まで何も言わなかった両親に叱られ諭された上に、涼花からも再度きっぱりと言われたからだろうか。

「そんなはずないでしょ。ずっとあんな目に遭ってきたんだから。……正直、憎たらしいと思っていたわよ。表には出さなかっただけで」

　あれだけのことをしておいて、どうしてそんな風に思えるのだろうかと、涼花は少し呆れてしまった。

「私が何をしても平気な顔してたから、余計にムキになっちゃったのかも。どうしたらお姉ちゃんを悔しがらせることができるんだろう、って。伸次さんを奪ってやった時も、悲しそうな顔はしていたけど、悔しがってはなかったから」

　万理華に比べて地味なくせに、いつだってなんでも器用にスマートにこなす姉。そんな涼花の澄ました顔を歪めてやりたかった――万理華は苦々しげに吐き出した。

　涼花は驚いた。

　万理華が自分に対し、そんな感情を抱いていたなんて。

　自分より劣る姉を馬鹿にしていたわけではなく、むしろ羨み、妬んでいた。だから涼花を無理矢理自分の下に位置づけて、踏みつけて花を咲かせないようにしていたのだ。

　しかし万理華にしてみれば、そんな仕打ちをしたところで涼花にはほとんど効いていないように見えたのだろう。

　そんなはずないのに。

「十年以上前からずっとずっと悔しがってたに決まってるじゃない。でも気づいてなかったのなら、私の勝ちね。……ざまぁみなさい」

　最後のひとことを、慈愛に満ちた笑顔で言う。

　これが今までずっと万理華にされてきた仕打ちに対する、涼花の最高の憂さ晴らしだった。






「えっと……今さらだけど、お父さんたちはどうして一颯さんと一緒にいたの？」

　お茶を飲み干すとようやく落ち着けたので、涼花はふと気になっていたことを尋ねた。

　両親も「今さら聞く？」という顔をしていたが、申し訳なさげに眉尻を下げた。

「篠山さんは涼花を助けたいって言って、私たちに涼花と万理華の間にある問題を話してくれたんだ」

「涼花……今まで気づいてあげられなくて、本当にごめんなさい。まさか、伸次さんがあなたとおつきあいしていたなんて、知らなかった。親として失格だわ」

　両親が揃って涼花に頭を下げた。

　万理華が流産ではなく中絶をした可能性があることも、一颯は予想していたという。ここに来る直前にそれを聞いた両親は、絶句したらしい。

「涼花、本当にすまなかった。万理華はこれから、私たちが責任を持って更生させる。病院にも通わせる。だから涼花は、今までの分も幸せになりなさい」

「お父さん……」

　父の言葉に、涼花はうっかり泣きそうになった。

　心の中で拗らせてきた両親に対する感情も、いずれきれいに解けるだろうか。

　信晴は立ち上がり、一颯に深々と頭を下げる。

「篠山さん。どうか、涼花のことをよろしくお願いいたします」

「幸せにしてやってください」

　直美も立ち上がり、ともに頭を垂れた。

「私のすべてで、涼花さんを幸せにすると誓います」

　一颯もまた、二人に向かって頭を下げたのだった。

















第六章　あなたとずっと












　両親は万理華を連れて帰っていった。

『……いつかお姉ちゃんを、正々堂々と悔しがらせるから』

　万理華は少しやつれたような笑みで言い残す。それでいて、どこか晴れ晴れとした雰囲気もまとっていた。

『受けてたつよ。……万理華』

　涼花は苦笑いをして、手を振った。

「――涼花、よく頑張ったな」

　ソファに二人並んで座ると、一颯が涼花の頭を撫でた。

「ありがとう。……一颯さんのおかげ」

　頬を軽く染め、はにかみながら涼花は彼の顔を見上げる。

「涼花は強いな。強くて、眩しい」

「強くなんかないよ。……一颯さんを万理華に取られたくなくて、必死だっただけ」

「そこまで涼花に愛されてるんだな、俺」

　一颯の顔はとろけている。

「うん……愛してる」

「俺もだ、涼花……愛してる」

　どちらからともなくキスを交わし、室内に湿った音が立つ。

　ひとしきり甘いスキンシップを楽しんだ後、一颯が部屋を見渡した。

「そういえば俺、涼花の部屋に来たの初めてだったな。……可愛らしくて、涼花のイメージそのものだ」

　部屋はすっきりしているが、キャビネットの上には小さな観葉植物があったり、可愛い動物の置物があったりする。

　壁にはアクセサリースタンドが掲げられていて、ネックレスやブレスレット、指輪が見えている。キラキラなアクセサリーはインテリアとしての機能も果たしている。

　ベッドリネンは薄いピンクとベージュでまとめられていた。

「……今日ね、ずっと部屋の掃除してたの。いつ一颯さんが来てもいいように」

「そうか。俺のためにありがとう。散らかさないようにしなきゃな。……でも、シーツは汚してしまうと思う。最初に謝っておく。ごめん」

　一颯がすかさず涼花を抱き上げ、すぐそばにあるシングルベッドにそっと下ろす。ギシ……と、わずかに軋む音がした。

「え、今から……？」

「ダメか？」

「だって、明るい……」

「カーテンを閉めたらいい」

　一颯が窓際まで行き、戸締まりを確認した後、カーテンを引いた。涼花の部屋のカーテンは遮光タイプなので、閉めてしまえば昼間でも割と暗くなる。

　戻ってきてベッドに乗り上げると、彼は横たわった涼花を組み敷いた。

「俺はもう、その気になってる。今すぐ涼花を抱きたい」

　一颯の重みを感じる脚に、明らかに異質な、硬い何かが当たっているのは気のせいではなさそう。

「そんなこと言われたら、私だって……」

　彼とつきあって分かったことがある。涼花は見た目は清楚だとかおとなしそうなどと言われるけれど、セックスに関しては結構貪欲らしい。

　一緒にいれば抱かれたいと思ってしまうし、彼の逞たくましい肌に触れていたい。

　もちろん、相手は一颯に限る、だけれども。

「それじゃあ、二人の意見が合ったということで」

　一颯が涼花の服をいそいそと脱がし始める。

「もう……」

　しょうがないなぁ……と思いながらも、心の中で期待と欲望がぶわっと膨れて頬が赤く染まる。

　手を伸ばし、一颯のシャツに手をかけた。涼花を剥いている最中なのに、一颯は彼女にされるがままに自分の服もスムーズに脱いでいる。

　相変わらず均整の取れた美しい体躯たいくだ。

　ハッと気がつけば、真裸になっていて。このまま一颯に翻弄されっぱなしになるのは不服とばかりに、彼の肩を押して待ったをかけた。

「？　涼花、どうした？」

「一颯さん……横になって」

　全裸のまま押し倒すのはなんだか恥ずかしいので、ベッドの端っこに畳まれていたタオルケットを身体に巻きつけた。

「何をするつもりだ……？」

「私ばかりいつも気持ちよくなっちゃうから、私だって、一颯さんを気持ちよくしたい」

　涼花は一颯の前立てに手をかけた。パンツのジッパーをゆっくり下ろし、布を開いて寛げると、下着を窮屈そうに押し上げている塊が見えた。

　ボクサーパンツの上縁に両手の指をかけ、そっとずらす。

　他の素肌とは明らかに色も質感も違う肉が、そこにはあった。

　ちらりと一颯の顔をうかがう。凪いだ表情をしていながらも、瞳にはギラついた情欲が見え隠れしていた。

　続けてもいいのだと判断した涼花は、そのまま服ごと下着を下ろし、彼の秘部を露出させる。

　すでに育ちきった屹立が、鞭のようにしなった。

　涼花の喉元から、ごくん、と音が立つ。

　血管が浮き出た幹に手を添えると、より一層質量が増した気がした。

（熱い……）

　体温以上の温度はないはずなのに、何故か火傷しそうなほどの熱を感じる。

　肉茎を握った手をゆっくりと上下に動かせば、一颯の息遣いがほんのわずか乱れた気配がした。

　男性に奉仕するのは初めてではない。伸次にもしたことは何度もある。

　けれどいつも緊張していた。

　本当に気持ちよくさせられているのか、分からなくて。

　でも自分だって愛したい、相手に快感を与えたい、という気持ちが心の中に存在しているのは間違いない。

　手の動きを少しずつ速めながら、涼花はそこに顔を近づけた。

　屹立の先端からは雫しずくが滲み出ていて、今にもこぼれ落ちそうだ。

　涼花はすかさず舌先を伸ばし、ぷっくりと膨らんだ雫を舐め掬った。

（ん……にがい）

　決して美味しくはなくて、思わず顔をしかめる。でもその感覚のおかげか、口の中に唾液が広がった。

「涼花、無理はしなくていい」

　一颯がいつの間にか上半身をヘッドレストに預けて起き上がっていて、涼花の頭を撫でていた。

「ううん、私がしたいの」

　そう言い残し、涼花は赤黒く張り出した亀頭を口に含んだ。じゅ、と吸い上げれば、肉塊がびくん、と反応を見せる。

　全部は含みきれないので、できるところまでは口で、残りは両手を使って、漲みなぎりのすべてを包み込んだ。

　頭を上下させて喉ぎりぎりまで咥くわえ込み、軽くえずきながらも、一颯自身を愛撫する。口の中に溜まっていた唾液が、潤滑剤になってくれた。

「……っ、は……」

　一颯は時折色づいた息を漏らしながら、涼花の頭から肩を撫でる。幾度か往復した後、タオルケットの中に手を忍ばせ、胸の先端を指先でくにくにと弄んだ。

「んんっ、ん……っ」

　自分が一颯に尽くしているのに、こちらが気持ちよくなってしまう。涼花は屹立を咥えたまま、言葉にならない抗議の声を上げた。

「涼花が俺のを咥えて……涙目になりながら苦しそうにしているのが、愛おしくてたまらないんだ。見ていると達きそうになるから……気を紛らわせたくて」

　ひょっとして俺はＳっ気があるのか？　――一颯が首を傾げながら呟いた。

　涼花は一心不乱に奉仕を続けた。可能なら、このひとを達かせたい。射精する時の表情を見てみたい。そんな不埒な考えが浮かぶ。

　亀頭と幹の境界を舌先でなぞったり、舌全体を裏筋にねっとりと絡ませながら、くちびるにきゅっと力を入れて扱く。誰に教わったわけでもないが、ただただ気持ちよくなってもらいたい、それだけだった。

「っ、く……っ、」

　一颯の手が涼花の髪をくしゃりと握る。

　じゅぷじゅぷと音を立てて、涼花の口が男根を幾度も呑み込んでは解放し、解放すればまた呑み込む。

　片手ではぎこちなくも、陰嚢をやわやわと揉み込んで転がしている。

　自分でもこんなに大胆になれるとは思ってもみなかった。

　でも一颯のためならなんでもできる。してあげたい。

　くちびるが痺れてきた。同時に、口内の肉塊がさらに大きくなった気もする。

「す、ずか……出す、ぞ……っ」

　完全に余裕を失った一颯の声音が、最後が近いことを物語り。

　涼花の喉がじゅうっと思い切り先端を吸い上げた刹那――

「っ、ごめん……!!」

　一颯の手が涼花の頭をがっと掴み、腰を押しつけた。口の中の幹がわずかに膨らんだかと思うと、喉の奥にぴしゃりと液体が叩きつけられた感触がした。

「……っ、は……ぅ、っは……」

　息を乱した一颯の両手が、力を失ったようにはらりと離れていく。

　涼花は口の中で硬さをなくした肉茎を、ちゅうと吸い、最後にはちゅるんと音を立てて解放した。同時に、口の中で混ざり合った自分の唾液と一颯の白濁を、こくん、と飲み下した。嚥下に間に合わなかった一部が、くちびるの端からつつ……と滴り落ちるのを、指先で掬い、それもくちびるの中に押し込む。

　この上なく、エロティックな気分で、この上なく、爽快だった。

　いつの間にかタオルケットがはだけてなくなっていたのにも気づかなかったほど、口技に没頭していた。

「――涼花、ごめん。乱暴にしてしまった」

　一颯が涼花の乱れた髪を手で梳き、こぼれた涙を手の平で拭ってくれる。

　多分、今涼花の顔はぐちゃぐちゃだ。涙と汗と、それに体液も多少混じっているだろう。それでも一颯は愛おしそうに見つめて、キスをしてくれた。

「……ううん、一颯さんが達ってくれて、すごく嬉しいの」

　呟く涼花は半分放心状態だ。額から頭を撫でられ、思わず目を閉じた。

「じゃあ今度は、俺の番だな」

　一颯が服を脱ぐ。数分前に精を吐き出したばかりの雄は、すでに兆し始めている。

「っ、だめ！　まだ私のターンなの」

　ハッと目を開いた涼花は全裸の一颯を再び押し倒し、彼が手にしていた避妊具の個包装を奪い取った。

　袋を切って中身を取り出して。すっかり硬さを取り戻した屹立に、それをかぶせる。慎重に、ゴムを爪で引っ掻いてしまわないように。

「……できた」

　自ら施した避妊準備に満足したのか、涼花は微笑んだ。

「涼花、今日はいつになく積極的だな」

「……一颯さんが、私のために奔走してくれたから、私も頑張りたいの」

　涼花は一颯の身体を跨ぐ。途端、一颯が涼花を止めた。

「ちょっと待て涼花。……濡れてるのか？」

　一颯が涼花の内腿の間に手を差し入れた。

　ぐちゅ……と、淫らな音がした。

「すごい。もうびしょびしょだ。……フェラだけでここまで濡れるって」

　感心しながらも、一颯は指を動かし、襞の間に指を滑らせてくちくちと掻き混ぜる。

「あんっ……ゃ、もう、したいの……っ」

「……そっか、俺のを咥えながら、ずっと挿入いれたかったんだな？　……いいよ、涼花の好きにするといい」

　一颯の指が離れていき、四肢を投げ出すポーズを取った。

「ん……」

　涼花は崛起した漲りに手を添え、腰を少しだけ下ろし秘裂に導く。自ら動いて蜜口を何度も押しつけると、両襞の間に先端を据え、そこからさらにゆっくりと腰を下げていった。

「んん……」

　亀頭が隘路を穿ち、茎が膣内なかに呑み込まれていく。すべてが収まると、秘裂と一颯の下腹部がぴったりと吸いつくように触れ合った。

「あっ、も……だ、め……っ」

　これを咥えていた時から、もう秘部が疼いて疼いて仕方がなかった。下腹部の奥で愉悦が燻りつづけて、もうはち切れそうだ。

　あと幾度か動けば、もう――

「あぁんっ」

　一颯が下から軽く突き上げた途端、涼花のくちびるから濃度の高い喘ぎが漏れた。

　身体を起こした一颯は、涼花の震える身体の稜線を指先で辿った。

　少し触れられただけで、全身に大きな快感が走る。

「涼花のターンじゃなかったのか？　それくらいでギブアップしていたら、俺を弄べないぞ」

　それこそ自分のターンだと言わんばかりに、一颯は口角をきゅっと上げた。










[image: ]










「だ、って……んっ。あぁ……あん……」

　さっきから、一颯は小刻みに腰を揺らしてくる。それが細く長い愉悦を送り込んできて。

　気持ちよくて脳髄が痺れる。

「……涼花、そんなに気持ちいいのか？　声がすごく甘いし、膣内なかはきゅうきゅう俺のを締めつけてる。……あまり大きな声を出すと、隣に聞こえてしまうぞ」

　一颯が嬉しそうな声で囁いてくる。

　涼花が一番心配していたのはこれだった。

　気持ちよくて声を我慢できない。間違いなく、淫らな生活音が隣に聞こえてしまうだろう。

　だから今まで、ここに一颯を呼ばなかったのに。

　それを分かっていながら、涼花を下から突き上げては彼女の反応を見て喜んでいるのだから、一颯も相当意地が悪い。

「はぁっ……ゃ、だ……っ、もぅ……」

　片手を後ろにつき、一颯は今度は大きく腰を繰り出す。

　数度突き上げられた瞬間――

「はぁんっ、あぁ……っ、んんん!!」

　腰が震え、隘路は甘くさざめき、蜜口はきゅうっと痙攣した。

　弾けるように身体が疼いた後、完全にとろけ落ちた。

　しかし、一颯の律動は止まらない。ますます高まっていく。

「あっ、あっ、やだっ……、い、た……っ、い、ったの……っ、だ、めぇ……っ、こわ、ぃ……っんんっ」

「涼花……君の甘くてきれいでいやらしい喘ぎ声が、俺を狂わせる。……何度抱いても足りない。……その声が聞きたくなってしまう」

　肌を打つ高音が、愛液がしぶく粘音と混じり合って淫猥な音色を奏でている。

「んんっ、ぁ、あぁっ……ん。い、ぶき……っ」

「もっと。……もっと俺の名前を……呼ぶんだ……その声で」

「いぶ、いぶきぃ……っ、あぁんっ」

「あぁ……もう達く……。涼花の声を聞きながら……達きたい」

　頭をぶるぶると振り、一颯は体勢を変える。涼花の身体を仰向かせ、大きく開いた脚の間に、昂ぶりをじゅぷんと突き入れてきた。

「はうっ、あ、い、ぶきさ……っん」

　激しい睦み合いに、ベッドの骨組みが悲鳴を上げている。

「あぁ……気持ちいい……達くよ……涼花……っ」

「あんっ、ああっ、わ、たしも、もぉ……!!」

　ぎゅぎゅっと強く腰を押しつけられた瞬間、涼花は再び絶頂を臨んだ。

　二人は乱れた息遣いのまま、キスをし、舌を絡ませ合った。

「ん……」

　穏やかに薄くなっていく官能的な空気の中、ちゅ……とくちびるを解放した一颯が柔らかく笑う。

「――これが『ギャップ萌え』というやつか」

「……え？」

「涼花はいつもは清楚で処女みたいな雰囲気すらあるのに、セックスになるとこんなに積極的でいやらしくなる。……ほんと、たまらないな」

　うっとりと噛みしめるように言葉を紡ぐ一颯に、おずおずと小声で尋ねる。

「嫌じゃない……？」

「嫌なわけない。……でも、俺以外の男には見せるなよ？」

　一颯は涼花の額を人差し指でつん、と突いた。






　　　＊＊＊






　結局、伸次と万理華の婚約は破談となった。

　万理華と両親は、伸次と彼の両親に中絶の件を告白した。謝罪をする大原家の三人に、鍋島家の両親は当然ながら嫌悪感を隠さなかった。

　しかし伸次は伸次で、元々は涼花と婚約していたこと、自分が浮気をしたために最終的にこんな結果を招いてしまったことを、両親に打ち明けたのだ。

　婚約破棄の慰謝料は、万理華の過失と、伸次の涼花に対する贖罪の気持ちとで相殺された。

　慰謝料分の金額を涼花に渡すと両親は言ってくれたが、もちろん辞退した。

　万理華は心療内科とカウンセリングに通い始めた。カウンセリングを受ける中で、自分でも気づかない内に聡明な姉へのコンプレックスを募らせていたことを自覚したらしい。

　今、ほんの少しずつ、自分らしさを取り戻しつつあると、母から聞いた。

　これまでされたことを、なかったことにはとてもできそうにはないけれど、いつか万理華と心置きなく話し合える時が来るといいのにな、と思う。

















エピローグ












『――ああ神様…………私たち二人は、こんな苛責くるしみに会いながら、病気一つせずに、日に増まし丸々と肥って、康強すこやかに、美しく長そだって行くのです、この島の清らかな風と、水と、豊穣ゆたかな食物かてと、美しい、楽しい、花と鳥とに護られて…………。

　ああ。何という恐ろしい責め苦でしょう。この美しい、楽しい島はもうスッカリ地獄です。

　神様、神様。あなたはなぜ私たち二人を、一思いに屠殺ころして下さらないのですか…………』

　涼花の声が読み上げているのは、無人島に流された兄妹の悲劇を描いた独白形式の物語だ。

　二人は力を合わせて島で生活していくが、成長するにしたがい、兄は妹に抑えがたい情欲を抱いてしまう。敬虔なキリスト教の信者でもある兄は、その罪による苦しみの告白や救難を請う手紙をしたためて瓶に詰め、海に流す。

　その三通の手紙の文面が、物語を構成している。注目すべきは、手紙が書かれた順番と、読者に提示される順番が逆なことだ。三通目、二通目と読み進めるうちに、兄妹――特に兄の慟哭が聞こえてくる。

　そして最後に一通目を読んだ時、なんとも言えない胸の痛みが湧いてくる。

　様々な考察がなされているが、残酷で美しい物語だと涼花は思う。

『――オ父サマ。オ母サマ。ボクタチ兄ダイハ、ナカヨク、タッシャニ、コノシマニ、クラシテイマス。ハヤク、タスケニ、キテクダサイ。』

　最後の一文――一通目の手紙を読み終えた時、涼花はほぅ、とため息をついた。

（やっぱりこの物語、好きだなぁ）

　源一郎に恋愛物を読んでもらいたいと言われた涼花は、迷いもなく夢野久作の『瓶詰地獄』を選んだ。厳密に言えば恋愛物ではないのだろう。

　でも抱いてはいけない相手に対する狂おしい想いがそこに描かれているという点では、恋愛物と言えるのではないかと、自分で勝手に解釈した。

　意外にも源一郎は未読だったので、それならばと、時間をかけ、情感を込めて読ませてもらった。

「――いやこれはなかなか」

　源一郎は腕組みをし、小刻みにうなずいた。

「切ないですよね。最後」

「後でインターネットで考察を検索してみることにするかな。他の人がどういう解釈をしているのかが知りたいものだ」

「キリスト教と兄妹と無人島を組み合わせるなんて、夢野久作も容赦ないですね」

　一颯は苦笑いをする。

「ところで涼花さん、私がどうして『恋愛物にしてほしい』とお願いしたのか、分かるかね？」

　源一郎が片眉を上げて尋ねてきた。

「？　いつもと趣向を変えるためではないんですか？」

　涼花が首を傾げると、彼はにっこりと笑った。

「それはな、以前よりも涼花さんの声に深みが増したからだ」

「深み？」

「言い換えれば色気、ともいうか。一颯とつきあい始める前と後で、あきらかに声の質が変わっておるの、自分では気づいていなかったかね？」

「……え」

　あまりに突然で意外な指摘に、涼花は目をぱちくりとさせる。

「今までも非常にきれいな声であったよ？　だがなぁ……一颯と恋人同士になったあなたの声は、透明感がありながら色気をまとっておる。いい恋をしておるのだと一目ならぬ一聞きで分かるぞ」

　得意げに言われ、涼花の頬は瞬く間に真っ赤になる。

　源一郎が言う「いい恋をしている」というのは、裏を返せば「いいセックスをしている」ということではないか、毎回甘い声を上げてしまうことが、声の質を変えている要因なのでは――涼花は勝手に深読みして恥ずかしくなってしまう。

「おじいさま……それはセクハラですよ」

　一颯がぴしりときつく言い放つ。

「苦い恋もいい恋も経てこそ、恋愛小説を読む時にも情感が込められるというもの。涼花さんはそのどちらも経験しているから、人物にも声にも色気が出てきたのではないかね？　いや、あなたが読む『瓶詰地獄』、非常によかった。ありがとう。あなたと出逢えて本当によかった。……一颯、涼花さんに逃げられないようにしっかり捕まえておくんだな」

「おじいさまに言われなくても、がっちり捕まえていますからご心配なく」

「そうかそうか。……じゃあ、ひ孫の顔が見られるのもそう遠くはない、か」

「おじいさま、今やそういう発言こそ、恋人に逃げられてしまう要因になりうるのを分かってませんね？」

「いやいや、これはひとりごとだ。気にせんでいい」

「……まったく、食えない爺さんだ」

「そんな言葉遣いをしていたら、それこそ涼花さんに逃げられてしまうぞ」

　二人の言い合いはしばらく続き――

（なんだかんだ言って、すごく仲がいいのよね）

　そもそも一颯は祖父を敬愛していて、孝行のため朗読会にやってきた。それがなければ、涼花は彼とは出逢えなかった。

　二人の間には確実に絆が存在しているのが分かるから、この言い争いは即興のお芝居を観ているようで楽しくなってしまう。

　一颯と源一郎のこんな光景を、これからも見ていられるのかと思うと、なんだかすごく幸せだなぁと、本をバッグにしまいながら涼花は思うのだった。
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